
世
界
文
学
と
「
地
方
」

―
野
口
米
次
郎
と
シ
カ
ゴ
の
詩
雑
誌
『
ポ
エ
ト
リ
』

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

堀

ま
ど
か
（1）

片
山
廣
子
の
新
体
詩
「
あ
か
き
貝
」
に
つ
い
て

―
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
『
シ
ン
グ
・
ソ
ン
グ
童
謡
集
』
と
の
関
わ
り

―

･
･

永
井

泉
（18）

『
太
平
記
』
引
用
説
話
の
典
拠
と
文
脈

―
英
訳
『
太
平
記
』
の
注
記
を
端
緒
と
し
て

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

大
坪

亮
介

（32）

和
歌
と
漢
詩―

平
安
朝
に
お
け
る
実
例
を
め
ぐ
っ
て

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

山
本

真
由
子

（44）

芥
川
龍
之
介
か
ら
堀
辰
雄
へ

―
『
玉
書
』
の
受
容
か
ら
見
る
東
西
意
識

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

劉

娟

左
(31)

芥
川
龍
之
介
「
秋
山
図
」
な
ど

―
世
界
文
学
と
し
て
の
芥
川
作
品

―
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

奥
野

久
美
子

左
(18)

『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
の
類
話
に
お
け
る
英
雄
像
比
較

―
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
、
百
合
若
大
臣
、
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ぺ

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

高
島

葉
子

左
(1)

あ
と
が
き

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

（
ⅰ
）

二
〇
一
八
年
度
「
文
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
成
果
報
告
書

঩
ম
ધ
৾
॑
਼
ੀ
ધ
৾
ध
ख
थ
ഭ
ि
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世

界
文

学
と

「
地

方
」

 

 
 

 
 

 
 

 
野

口
米

次
郎

と
シ

カ
ゴ

の
詩

雑
誌

『
ポ

エ
ト

リ
』

 

堀
ま

ど
か

 
 

 
 

 
 

 
 （

要
約

文
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
時

代
や

民
族

の
制

約
を

超
越

し
融

合
す

る
「

世
界

文
学

」
の

理
念

に
は

、
「

地
方

」
性

や
「

ネ
イ

シ
ョ

ン
」

（
国

家
、

国
民

、
 
 

 
民

族
）

と
の

対
照

的
関

係
が

含
ま

れ
る

。
本

稿
で

は
、

一
九

一
二

年
か

ら
刊

行
さ

れ
た

シ
カ

ゴ
の

詩
雑

誌
『

ポ
エ

ト
リ

』
 

 
の

成
立

と
編

集
方

針
に

注
目

し
、
編

集
者

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

が
東

洋
詩

の
存

在
を

評
価

し
な

が
ら

、
〈

新
し

い
詩

〉
 

 
運

動
を

切
り

拓
こ

う
と

し
て

い
た

点
に

つ
い

て
論

じ
る

。
同

時
に

、
野

口
米

次
郎

が
『

ポ
エ

ト
リ

』
や

シ
カ

ゴ
詩

学
派

を
 

 
日

本
詩

壇
に

説
明

す
る

際
に

、
地

方
性

と
国

際
性

の
両

立
の

重
要

性
や

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン

の
宇

宙
意

識
に

よ
っ

て
世

界
的

を
 

 
め

ざ
す

点
を

強
調

し
て

い
た

点
を

検
討

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

は
じ

め
に

（
世

界
文

学
に

つ
い

て
）
 

  
一

九
世

紀
、

詩
人

ゲ
ー

テ
が

「
世

界
文

学
（
W
e
ltlite

ra
tu
re

／
ヴ

ェ

ル
ト

リ
テ

ラ
ト

ゥ
ア

）
」

と
い

う
言

葉
を

用
い

、
以

後
、

「
世

界
文

学
」

と
い

う
言

葉
や

概
念

、
理

念
や

意
義

は
各

国
で

さ
ま

ざ
ま

に
議

論
さ

れ

て
き

た
。

国
民

文
学

を
確

立
す

る
こ

と
の

重
要

性
と

意
義

が
意

識
さ

れ

た
時

代
で

あ
り

、
同

時
に

そ
の

時
代

や
民

族
の

制
約

を
超

越
し

融
合

す

る
存

在
と

し
て

の
「

世
界

文
学

」
の

理
念

が
注

目
さ

れ
た

。
ゲ

ー
テ

は
、

各
国

の
文

学
を

翻
訳

し
て

相
互

に
読

み
合

う
こ

と
で

、
世

界
主

義
的

な

（
コ

ス
モ

ポ
リ

タ
ン

の
）
文

明
を

作
り

出
す

手
段

に
な

る
と

考
え

、
《

一

国
民

の
内

部
に

存
在

す
る

様
々

な
意

見
の

違
い

が
、

他
の

国
民

の
見

解

や
判

断
に

よ
っ

て
補

正
さ

れ
る

こ
と

に
よ

っ
て

生
ま

れ
る

》
iも

の
が

、

世
界

文
学

だ
と

考
え

た
。

ゲ
ー

テ
が

東
洋

（
ペ

ル
シ

ア
や

イ
ン

ド
や

中

国
）

に
も

関
心

を
持

っ
て

い
た

こ
と

は
事

実
だ

が
、

た
だ

し
ド

イ
ツ

人
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の
ゲ

ー
テ

に
と

っ
て

の
「

世
界

文
学

」
が

、
「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
文

学
」

の

範
疇

で
あ

っ
た

の
も

事
実

で
あ

る
i
i。

フ
ラ

ン
ス

や
イ

タ
リ

ア
が

意
識

さ

れ
受

け
入

れ
ら

れ
る

な
か

で
、

普
遍

的
な

「
世

界
文

学
」

が
立

ち
上

が

っ
て

く
る

、
と

い
っ

た
観

点
で

ゲ
ー

テ
の

論
理

は
示

さ
れ

た
。

そ
の

後
、

「
世

界
文

学
」

に
関

す
る

議
論

が
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

で
国

民
文

学
や

民

衆
文

学
と

の
対

峙
の

な
か

で
模

索
さ

れ
た

こ
と

は
、

い
う

ま
で

も
な

い
。
 

 
で

は
、

「
世

界
文

学
」

と
「

地
方

」
の

相
関

関
係

は
ど

の
よ

う
な

も

の
だ

と
考

え
ら

れ
る

だ
ろ

う
か

。
現

代
の

比
較

文
学

者
ダ

ム
ロ

ッ
シ

ュ

（
二

〇
〇

三
）

は
、

「
世

界
文

学
」

の
概

念
を

、
翻

訳
で

あ
れ

原
語

で

あ
れ

発
祥

文
化

を
超

え
て

流
通

す
る

文
学

作
品

だ
と

論
じ

、
多

文
化

的

で
あ

る
だ

け
で

な
く
《

他
事

的
》
で

も
あ

る
、
と

説
い

て
い

る
i
i
i。

ま
た

、

世
界

文
学

を
《

地
方

の
特

色
を

帯
び

な
が

ら
、

地
方

に
縛

ら
れ

ず
に

動

き
う

る
》

i
vも

の
と

し
て

い
る

。
世

界
文

学
は

《
地

方
な

ら
で

は
の

ニ
ュ

ア
ン

ス
で

色
づ

け
ら

れ
た

コ
ス

モ
ポ

リ
タ

ニ
ズ

ム
に

密
接

に
か

か
わ

っ

て
い

る
》

し
、

《
誰

一
人

と
し

て
、

ど
こ

に
も

属
さ

な
い

と
い

う
意

味

で
の

コ
ス

モ
ポ

リ
タ

ン
で

は
な

い
し

、
コ

ス
モ

ポ
リ

タ
ン

に
な

る
こ

と

も
で

き
な

い
》

vと
、

「
地

方
」

と
「

世
界

文
学

」
の

密
接

な
関

係
を

論

じ
て

い
る

。
 

 
つ

ま
り

、
世

界
文

学
は

、
国

民
文

学
や

戦
争

や
時

代
イ

デ
オ

ロ
ギ

ー

を
超

え
て

い
く

も
の

、
と

い
う

意
味

で
希

求
さ

れ
た

の
だ

が
、

国
民

文

学
と

の
対

の
概

念
で

、
ま

た
国

民
文

学
を

形
成

し
位

置
付

け
を

理
解

す

る
た

め
に

も
、

そ
の

よ
う

な
世

界
の

文
学

と
い

う
概

念
が

生
ま

れ
た

と

い
っ

て
よ

い
。
 

で
は

、
日

本
の

文
学

は
そ

の
よ

う
な

「
世

界
文

学
」

の
な

か
で

い
か

に
位

置
づ

け
ら

れ
る

の
か

。
現

在
、

日
本

文
学

は
、

ニ
ュ

ー
エ

ン
サ

イ

ク
ロ

ペ
デ

ィ
ア

・
ブ

リ
タ

ニ
カ

の
な

か
で

も
、

世
界

で
「

世
界

の
主

要

な
文

学
の

一
つ

（
J
a
p
a
n
e
s
e
 
L
ite

ra
tu
re
 
ra
n
k
s
 
a
s
 
o
n
e
 
o
f 
th
e
 

m
a
jo
r lite

ra
tu
re
s
 o
f th

e
 w

o
rld

）
」

v
iと

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

日
本

文
学

作
品

の
い

く
つ

か
が

、
世

界
文

学
の

地
位

に
あ

る
と

断
言

し

て
も

否
定

す
る

者
は

い
な

い
だ

ろ
う

。
し

か
し

、
日

本
文

学
が

「
主

要

な
文

学
」

だ
と

認
識

さ
れ

、
「

世
界

文
学

」
と

し
て

世
界

各
地

で
読

ま

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

経
緯

に
、

野
口

米
次

郎
と

い
う

日
本

の
詩

人
が

無

関
係

で
は

な
か

っ
た

こ
と

は
、

あ
ま

り
知

ら
れ

て
い

な
い

。
 

 
た

と
え

ば
、

現
在

、
世

界
中

で
「

ハ
イ

ク
」

と
し

て
か

な
り

の
知

名

度
を

も
つ

俳
句

は
、

一
九

世
紀

末
の

外
国

人
日

本
研
究

者
た

ち
の

あ
い

だ
で

は
評
価

が
低

か
っ

た
。

一
八
八

九
年

か
ら

東
京
帝

国
大

学
で
教
壇

に
立

っ
た

ド
イ

ツ
人

の
カ

ー
ル

・
フ

ロ
ー
レ

ン
ツ

（
1
8
6
5
-1
9
3
9
）

は
、

俳
句

の
よ

う
に
短

い
も

の
は

《
殆

ど
日

本
詩

界
を
壟
斷
せ

る
日

本
文
學

の
一
大
災
阨

》
で

あ
り

、
俳

句
の
ご

と
き

《
簡
短

に
過
ぐ

る
詩

形
は

、

詩
人

を
し

て
其
想

を
顯

は
す

に
充
分

な
る
餘

地
を
與
ふ

る
も

の
に

あ
ら

ず
、
却

て
之

を
し

て
萎
縮
せ

し
む

る
や
必
然

な
り

》
と

考
え

て
い

た
v
i
i。

そ
し

て
、

《
世

界
列
強

の
間

に
光
榮

あ
る

地
位

を
得

た
》

日
本

の
文

学

が
《

世
界

文
學

の
壇

上
に
於

て
極

め
て
微
賤

な
る

位
地

を
保

ち
た

る
に

過
ぎ

》
な

い
こ

と
は
嘆

か
わ

し
い

こ
と

で
あ

る
と
述
べ

て
い

た
v
i
i
i。

俳
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句
の

よ
う

な
極

度
に
短

い
詩
型

は
、

世
界

文
学

と
し

て
通

用
し

な
い

と

考
え

て
い

た
の

は
、

フ
ロ

ー
レ

ン
ツ

だ
け

で
は

な
く

、
こ

の
よ

う
な

日

本
の
短

詩
の
伝
統

に
対

す
る
戸
惑

い
や
低

い
評
価

は
、
当

時
の
西
欧

の

日
本
紹
介

者
た

ち
に
共

通
す

る
見

解
で

あ
っ

た
。

日
本

と
西
欧

の
詩
歌

観
の

違
い

に
よ

っ
て

、
日

本
詩
歌

に
お

け
る

詩
形

の
短

さ
や
韻
律

の
単

純
さ

、
ま

た
扱

わ
れ

る
主
題

は
、
彼

ら
が
〈

詩
的
〉

と
感

じ
て

い
る

も

の
の
欠
落

・
不
足

と
み

な
さ

れ
た

の
で

あ
る

i
x。

 

 
そ

の
よ

う
な

中
、

二
十

世
紀
転
換
期

に
「

東
洋

」
や

「
日

本
」

と
い

う
地

方
の

文
学
へ

の
関

心
が
高

ま
り

、
世

界
文

学
へ

の
さ

ら
な

る
関

心

が
生

ま
れ

て
い

く
。

野
口

は
一
八

九
六
年

に
詩

人
と

し
て

ア
メ

リ
カ

で

デ
ビ

ュ
ー

し
て

以
降

、
俳

句
や
能

や
浮

世
絵

を
中

心
に

し
て
当

時
の

モ

ダ
ニ

ズ
ム

文
化

人
ら

に
影
響

を
与

え
、

ま
た

日
本

に
そ

の
思
想

を
も

た

ら
し

た
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
る

。
 

 
本
稿

で
は

、
こ

の
野

口
米

次
郎

と
モ

ダ
ニ

ズ
ム

詩
歌

を
胎

動
さ
せ

た

シ
カ
ゴ

の
詩
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』
T
h
e
 P
o
e
tr
y
: A

 M
a
g
a
z
in
e
 o
f V

e
r
s
e

を
中

心
に

、
「

世
界

文
学

」
と

「
地

方
」

の
関

係
を

考
え

て
み

た
い

。

じ
つ

は
近

代
日

本
と

シ
カ
ゴ

と
の

関
係

は
、

文
学

関
連

の
み

な
ら

ず
、

日
本
製

品
の
輸

出
入

、
銀
行

な
ど

の
金

融
関

係
の
連
携

、
美
術

品
や
骨

董
品

、
茶

や
生
糸

の
輸

出
、

そ
し

て
一

九
二

〇
年

代
に

は
野
球

の
交

流

な
ど

が
行

わ
れ

て
、
思

い
の
ほ

か
深

い
も

の
が

あ
る

。
こ

の
二

つ
の
「

地

方
」

に
は

、
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
や

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

と
の

関
係
ほ

ど
ま

で
に

は
至

ら
な

い
も

の
の

、
言
及

す
べ

き
点

は
多

い
の

で
あ

る
。

こ
こ

で
は

、
野

口
米

次
郎

と
シ

カ
ゴ

の
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

と
の

関
係

に
話

を
絞

る
。

野
口

と
こ

の
雑
誌

の
関

係
に

つ
い

て
は
既

に
詳
述

し
た

こ
と

が
あ

り
x、

一
部
繰

り
返

す
点

も
あ

る
が

、
「

世
界

文
学

」
と

い
う

理
念

を
中

心
に

し
て
再
構
築

す
る

。
 

 

 １
．

 
雑

誌
『

ポ
エ

ト
リ

』
―

ア
メ

リ
カ

の
〈

新
し

い
詩

〉
の

潮
流
 

 

は
じ

め
に

、
ハ

リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
（
1
8
6
0
-1
9
3
6
）

と
雑
誌
『

ポ

エ
ト

リ
』

の
英

米
文

学
史

に
お

け
る

位
置

づ
け

と
、
英

詩
の
革
新

が
ど

の
よ

う
な
枠
組

み
の

中
で
起

こ
っ

た
か

と
い

う
点

を
概

観
す

る
。
 

一
九

一
一
年

に
ハ

ー
ヴ
ァ

ー
ド
大

学
で
〈
ジ

ェ
ン

テ
ィ

ー
ル

・
ト

ラ

デ
ィ

シ
ョ

ン
（
G
e
n
te
e
l T

ra
d
itio

n
）
〉

つ
ま

り
〈

上
品
ぶ

っ
た
伝
統
〉

と
い

う
言

葉
が
使

わ
れ

x
i、

ア
メ

リ
カ

に
現

実
的

な
力

と
現

代
的

文
化

を

求
め

る
意

識
改
革

の
転
機

が
生

ま
れ

た
。
〈
ジ

ェ
ン

テ
ィ

ー
ル

・
ト

ラ

デ
ィ

シ
ョ

ン
〉

に
反

発
す

る
若

い
世

代
が

、
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
や

シ
カ
ゴ

や
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
な

ど
の
都
市

部
に
集

中
し

、
ま

た
ロ

ン
ド

ン
や

パ
リ

に
移
住

し
て

い
っ

た
。
〈
ジ

ェ
ン

テ
ィ

ー
ル
〉

な
ニ

ュ
ー

イ
ン
グ

ラ
ン

ド
文

学
の
保
守

性
を
突

き
崩

し
、
新

し
い

ア
メ

リ
カ

文
学

を
胎

動

さ
せ

よ
う

と
す

る
勢
力

が
顕
著

に
現

れ
は

じ
め

た
の

で
あ

る
。

そ
の
ひ

と
つ

が
〈
新

し
い

詩
（
N
e
w
 P

o
e
try

）
〉

の
運

動
で

あ
り

、
そ

の
勢
力

の
母
胎

と
な

っ
た

の
が

、
シ

カ
ゴ

の
小
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
―

詩
の
雑
誌
』
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T
h
e
 P
o
e
tr
y
: A

 M
a
g
a
z
in
e
 o
f V

e
r
s
e
（

本
稿

で
は
『

ポ
エ

ト
リ
』

と

表
記

）
で

あ
る

。
 

こ
の
ジ

ェ
ン

テ
ィ

ー
ル

・
ト

ラ
デ

ィ
シ
ョ

ン
と

い
う

言
葉

が
使

わ
れ

た
一

九
一

一
年

は
、

シ
カ
ゴ
大

学
で

「
世

界
文

学
」

が
い

わ
れ

た
の

と

同
じ
年

で
あ

る
。

シ
カ
ゴ
大

学
の

リ
チ
ャ

ー
ド

・
モ
ウ

ル
ト

ン

（
1
8
4
9
-1
9
2
4
）

が
、
『

世
界

文
学
―
お

よ
び

一
般

文
化

に
お

け
る

そ

の
位

置
』
W
o
r
ld
 L
ite

r
a
tu
r
e
 a
n
d
 I
ts
 P
la
c
e
 in

 G
e
n
e
r
a
l C

u
ltu

r
e

を
刊
行

し
た

の
が

、
こ

の
年

で
あ

っ
た

。
（
こ
の
本
は
日
本
で
は
一
九
三

四
年
に
翻
訳
さ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
）
 

 
ハ

リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
主
催

の
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

は
、

一
九

一

二
年

一
〇
月

に
シ

カ
ゴ

で
創
刊

し
、
一

九
一

〇
年

代
の

ア
メ

リ
カ

で
〈

詩

の
ル
ネ

サ
ン

ス
(p
o
e
tic 

re
n
a
is
s
a
n
ce
)〉

と
呼

ば
れ

る
文

学
潮

流
を
先

導
し

た
。
『

ポ
エ

ト
リ
』

の
創
刊

の
辞

に
は

、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン

(1
81

9-18
9

2)の
《
偉
大

な
詩

人
た

ち
に

は
、
偉
大

な
読

者
聴

衆
も

ま
た

必
要

な
の

で
あ

る
（
T
o
 h
a
v
e
 g
re
a
t p

o
e
ts
, th

e
re
 m

u
s
t b

e
 g
re
a
t 

a
u
d
ie
n
ce
s
 
to
o
）

》
の
短

い
フ
レ

ー
ズ

が
掲
げ

ら
れ

て
い

た
。
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

理
念

と
思
想

が
、

こ
の
雑
誌

の
中
核

に
あ

る
こ

と
は

注
目

し

て
お

き
た

い
。
 

モ
ン

ロ
ー

は
一

九
一

二
年
八
月

か
ら

九
月
初

め
に

か
け

て
、
英

米
の

五
〇

人
以

上
の

詩
人

た
ち

に
新

し
い
雑
誌

を
創
刊

す
る

意
図

を
書

い

て
、
支

持
と
参
加

を
呼

び
か

け
た

。
雑
誌
創
刊

の
主
旨

は
、
大

衆
雑
誌

の
制
限

に
強

い
ら

れ
る

こ
と

な
く

、
詩

人
が
自

ら
の

位
置

を
確

認
す

る

場
所

を
提
供

し
た

い
と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た

。
既

存
の
雑
誌

は
、

詩
歌

に
深

い
関

心
の

な
い
公

衆
（

読
者

）
が

対
象

で
あ

る
が

、
本
雑
誌

は
、

詩
を
芸
術

と
し

て
の
最

も
崇
高

な
も

の
と
捉

え
、

詩
歌

を
完

成
し

た
人

間
の
真

と
美

の
表

現
の
最

た
る

も
の

と
し

て
考

え
て

い
る

読
者

を
対
象

に
す

る
、
と

し
て

い
た

x
i
i。

多
く

の
詩

人
が
賛

同
し

、
当

時
は

ま
だ

無
名

だ
っ

た
エ

ズ
ラ

・
パ
ウ

ン
ド

も
モ

ン
ロ

ー
に
熱
烈

な
手
紙

を
書

い
て

、

こ
の
雑
誌

の
海

外
特
派
員

、
つ

ま
り

ロ
ン

ド
ン

の
詩
壇
状
況

を
発
信

す

る
窓

口
と

な
っ

た
。

パ
ウ

ン
ド

は
自
分
自
身

の
詩
歌

や
自
分

の
推
奨

す

る
イ
マ
ジ

ス
ト

た
ち

の
詩
歌

を
モ

ン
ロ

ー
に

次
々

と
送

っ
て
『

ポ
エ

ト

リ
』
へ

の
掲
載

を
求

め
た

。
パ
ウ

ン
ド

が
革
新

を
遂
げ

つ
つ

あ
る
英

国

の
状
況

を
紹
介

し
た

こ
と

は
、
〈
新

し
い

詩
〉

の
動

き
を
躍

動
さ
せ

、

雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

の
活

性
化

に
大

い
に
貢
献

し
た

。
こ

の
一

九
一

二

年
か

ら
一
七

、
一
八
年
頃

は
、

シ
カ
ゴ

の
〈

詩
の

ル
ネ

サ
ン

ス
〉
期

と

な
る

。
 

た
だ

し
一

九
一
七
年
頃

に
は

、
パ
ウ

ン
ド

と
編
集

部
と

の
間

の
不
協

和
音

が
表
面

化
す

る
。

パ
ウ

ン
ド

は
自

ら
が
推

す
イ
マ
ジ

ズ
ム
運

動
x
i
i
i

の
活
躍

の
場

を
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

に
求

め
て

い
た

。
既

に
故

国
ア
メ

リ
カ

を
離

れ
て

ロ
ン

ド
ン

で
ウ

ィ
リ

ア
ム

・
バ

ト
ラ

ー
・

イ
ェ

イ
ツ
宅

に
寄
寓

し
て

い
た

パ
ウ

ン
ド

に
と

っ
て

は
、

ア
メ

リ
カ

詩
壇

の
動
向

や

ア
メ

リ
カ

の
地

方
性

に
は

関
心

が
な

か
っ

た
。
紙
面

が
ア
メ

リ
カ

中
西

部
の
若

い
詩

人
の

た
め

に
奪

わ
れ

る
こ

と
に
不
満

を
示

し
て

、
ハ

リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
ら

の
編
集

に
抗

議
し

は
じ

め
る

。
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一
方

、
編
集

者
モ

ン
ロ

ー
の
編
集

方
針

は
、
派
閥

に
束

縛
さ

れ
ず
良

い
詩

に
〈
門
戸
開
放
〉

す
る

と
い

う
こ

と
で

あ
り

、
ま

た
雑
誌
運
営

に

は
バ

ラ
ン

ス
が

求
め

ら
れ

て
い

た
。
『

ポ
エ

ト
リ
』

は
、
〈
ジ

ェ
ン

テ

ィ
ー

ル
・

ト
ラ

デ
ィ

シ
ョ

ン
〉

を
擁
護

し
た

い
シ

カ
ゴ

の
資
産
家

た
ち

や
実
業

界
を

パ
ト

ロ
ン

に
し

て
お

り
、

ま
た

同
時

に
、
〈
ジ

ェ
ン

テ
ィ

ー
ル
〉

を
乗

り
越

え
た

い
中
西

部
に
根

ざ
す
若

い
詩

人
た

ち
や
女

性
詩

人
を
紹
介

す
る

意
図

も
あ

っ
た

。
 

モ
ン

ロ
ー

に
反

発
し

た
パ
ウ

ン
ド

は
一
七
年
七
月

に
『

ポ
エ

ト
リ
』

の
海

外
特
派
員

を
退

い
て

、
今

度
は
別

の
ア
メ

リ
カ

の
小
雑
誌
『

リ
ト

ル
・
レ
ビ

ュ
ー
』

x
i
vの
海

外
特
派
員

と
な

っ
て
『

ポ
エ

ト
リ
』
攻
撃

を

展
開

し
は

じ
め

た
。

パ
ウ

ン
ド

は
ロ

ン
ド

ン
の
『

イ
ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

・

レ
ビ

ュ
ー
』

x
vの

一
九

一
八
年
五
月
号

に
掲
載

さ
れ

た
『

ポ
エ

ト
リ
』
批

判
の

文
章

x
v
iを

、
『

リ
ト

ル
・
マ
ガ
ジ

ン
』

の
一

九
一
八
年

九
月
号

の

巻
頭

に
長

い
註
釈

を
つ

け
て
再
掲
載

し
た

の
で

あ
る

。
モ

ン
ロ

ー
は

こ

れ
に
反

論
し

て
、
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

は
ロ

ン
ド

ン
に
故

国
離
脱

し
た

エ
リ

ー
ト

（
パ
ウ

ン
ド

ら
）
専

属
の
機

関
誌

の
方
向

性
は
取

ら
ず

、
ア

メ
リ

カ
の
自

立
し

た
機

関
誌

を
目
指

し
て

い
る

こ
と

を
表

明
し

た
。

そ

し
て
『

リ
ト

ル
・
レ
ビ

ュ
ー
』

の
編
集

者
も

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

に
同
調

す
る

意
見

を
示

し
、

パ
ウ

ン
ド

に
よ

る
誹
謗

中
傷

を
批

判
す

る

立
場

を
示

し
た

。
x
v
i
i 

よ
う

す
る

に
、

地
域

性
を

無
視

し
て

国
際

的
な
前
衛

を
ひ

た
走

ろ
う

と
す

る
ロ

ン
ド

ン
滞

在
中

の
パ
ウ

ン
ド

と
、

ア
メ

リ
カ

で
新

し
い

文
芸

運
動

を
盛

り
立

て
て

い
こ

う
と

す
る

シ
カ
ゴ

の
編
集

者
た

ち
と

の
間

に

は
、

確
執

が
生

ま
れ

て
い

た
。

も
ち

ろ
ん

、
モ

ン
ロ

ー
達

も
ア
メ

リ
カ

の
地

方
性

の
み

を
重
視

し
て

い
た

わ
け

で
は

な
く

、
英

詩
全
体

の
〈
新

し
い

詩
〉

の
方
向

性
を

求
め

て
い

た
の

で
あ

り
、

シ
カ
ゴ

発
の

「
世

界

文
学

」
を

模
索

し
て

い
た

の
で

あ
る

。
 

 

 
（

図
）

雑
誌

『
ポ

エ
ト

リ
』

 

 

モ
ン

ロ
ー

が
支
援

し
た
〈

地
方

性
〉

を
担

う
中
西

部
詩

人
た

ち
―

た

と
え

ば
主

な
詩

人
に

は
エ

ド
ガ

ー
・
リ

ー
・
マ

ス
タ

ー
ズ
(1
8
6
9
-1
9
5
0
)、

ヴ
ェ

イ
チ

ェ
ル

・
リ

ン
ゼ

イ
(1
8
7
9
-1
9
3
1
)、

カ
ー

ル
・

サ
ン

ド
バ

ー
グ

(1
8
7
8
-1
9
6
7
)ら

が
い

た
が
―

こ
の

い
わ
ゆ

る
〈

シ
カ
ゴ

詩
学
派
〉
と
呼

ば
れ

た
詩

人
た

ち
や

、
シ

カ
ゴ

の
〈
新

し
い

詩
〉
運

動
を

、
日

本
で

注

目
し
評
価

し
て

い
た
筆
頭

が
野

口
米

次
郎

で
あ

る
。

野
口

米
次

郎
は

イ

ェ
イ

ツ
と
親

し
く

、
イ

ェ
イ

ツ
の
自
宅

で
若

き
パ
ウ

ン
ド

に
も
顔

を
合

わ
せ

て
い

た
。

パ
ウ

ン
ド

と
多
少

の
書
簡

の
や

り
と

り
も

し
て

い
る

。
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た
だ

、
野

口
は

パ
ウ

ン
ド

に
つ

い
て

は
あ

ま
り
評
価

し
て

い
な

か
っ

た

と
み

え
、
距
離

を
置

い
て

い
た

。
パ
ウ

ン
ド

よ
り

も
モ

ン
ロ

ー
や

ア
メ

リ
カ

在
住

の
詩

人
た

ち
と

の
関

係
を

重
視

し
て

い
た

た
め

で
あ

る
。
 

日
本

の
詩
壇

に
お

い
て

は
、
大

正
中
期

に
イ
マ
ジ

ズ
ム

を
取

り
上
げ

た
紹
介

・
論
評

が
お

こ
な

わ
れ

る
よ

う
に

な
る

し
、

野
口

の
英

詩
や
英

語
に

よ
る
講
演
活

動
が

イ
マ
ジ

ズ
ム
運

動
に
少

な
く

な
い

イ
ン

ス
ピ
レ

ー
シ
ョ

ン
を
与

え
て

い
る

こ
と

は
事

実
で

あ
っ

た
が

、
野

口
自
身

は
そ

の
紹
介

に
は

あ
ま

り
関

心
を

示
し

て
い

な
か

っ
た

。
野

口
は

イ
マ
ジ

ス

ト
の

形
容
詞

の
使

い
方

の
変
容

や
エ

イ
ミ

ー
・

ロ
ー
ウ

ェ
ル

の
詩

論
な

ど
を

論
じ

る
中

で
さ

え
も

、
《
私

は
こ

の
イ
マ
ジ

ス
ト

の
運

動
に

つ
い

て
は

あ
ま

り
深

い
事

は
知

ら
ぬ

》
x
v
i
i
iと
素

っ
気

な
い

。
（

野
口

は
パ
ウ

ン
ド

を
あ

ま
り
評
価

し
て

い
な

か
っ

た
。

）
野

口
は

、
周
辺

か
ら
牽

制

さ
れ

な
が

ら
独
自
路
線

を
推
進

す
る

パ
ウ

ン
ド

の
文

学
傾
向

よ
り

も
、

地
域

性
と

の
バ

ラ
ン

ス
を
取

ろ
う

と
し

た
シ

カ
ゴ

の
「
新

し
い

詩
」
運

動
の

動
向

に
よ

り
強

い
関

心
を

示
し

て
い

た
。
 

野
口

が
シ

カ
ゴ

詩
学
派

を
ど

う
捉

え
て

い
た

か
を

確
認

す
る
前

に
、

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

が
野

口
を

ど
う

認
識

し
て

い
た

か
、

野
口

と

と
も

に
東

洋
の

詩
歌

や
ア
ジ

ア
の

詩
人

た
ち

が
、

同
時

代
の
英

米
詩
壇

の
中

で
ど

の
よ

う
な
視
線

で
捉

え
ら

れ
て

い
た

か
を

み
て

い
こ

う
。
 

   

２
 

雑
誌

『
ポ

エ
ト

リ
』

に
紹

介
さ

れ
た

〈
東

洋
〉

詩
 

 
 一

九
一

二
年

一
〇
月

に
創
刊

さ
れ

た
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

に
は

、
創

刊
当
初

か
ら

東
洋

の
息
吹

が
導

入
さ

れ
て

い
た

。
こ

れ
は

一
九

一
〇
年

代
の

ア
メ

リ
カ
社
会

の
混
交

性
と

ア
メ

リ
カ

中
西

部
の
〈

世
界

文
学
〉

へ
の

注
目

と
関

心
が

明
確

に
な

り
つ

つ
あ

っ
た

中
で

の
傾
向

と
い

え

る
。

一
二
年

の
段
階

か
ら
『

ポ
エ

ト
リ
』

で
は

、
ラ
ビ

ン
ド

ラ
ナ

ト
・

タ
ゴ

ー
ル

な
ど

の
〈

東
洋
〉

詩
人

や
、

中
国
古
典

詩
歌

や
日

本
詩
歌

、

能
楽

な
ど

の
紹
介

や
言
及

が
な

さ
れ

た
。
 

 
創
刊

し
て
間

も
な

い
一

二
月
号

、
イ

ン
ド

の
タ
ゴ

ー
ル

の
詩

が
『

ギ

タ
ン
ジ
ャ

リ
』
G
ita

n
ja
li（

一
二
年

一
一
月
刊
行

）
か

ら
六
篇
紹
介

さ

れ
て
お

り
x
i
x、
ノ

ー
ベ

ル
賞

受
賞

の
直
前

に
は

、
タ
ゴ

ー
ル

の
英

詩
の

出
現

が
、

詩
的
芸
術

に
と

っ
て
非
常

に
重
大

で
あ

り
《
英

詩
の

み
な

ら

ず
世

界
の

詩
歌

の
歴
史

に
お

い
て

注
目

す
べ

き
出
来

事
で

あ
る

》
と
評

価
さ

れ
た

x
x。

タ
ゴ

ー
ル

が
も

た
ら

す
も

の
は

、
《
鋼

と
機
械

の
時

代
に

生
き

る
わ

れ
わ

れ
が
極

度
に
必

要
と

し
て

い
る
静

か
さ

を
尊
ぶ
誓

い
》

で
あ

り
、

《
こ

の
東

洋
の
表

現
の

中
に

は
、

こ
れ

ま
で

わ
れ

わ
れ

が
得

て
き

た
も

の
よ

り
も

、
は

る
か

に
深
遠

な
静

か
さ

と
、

は
る

か
に
深
遠

な
信

念
が

あ
る

》
x
x
iと
評

さ
れ

た
。
 

 
ち

な
み

に
、

タ
ゴ

ー
ル

に
ノ

ー
ベ

ル
文

学
賞

を
授
与

さ
せ

た
直

接
的

な
契
機

は
、
英

詩
集
『

ギ
タ

ン
ジ
ャ

リ
』

の
刊
行

だ
と

さ
れ

て
い

る
が

、

同
時

代
的

な
思
想
潮

流
の

相
互
影
響

関
係

を
考

え
る
場

合
に

は
、

一
九
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一
二
年

に
ア
メ

リ
カ

の
ハ

ー
ヴ
ァ

ー
ド
大

学
な

ど
で
行

っ
た
連
続
講
演

―
宇
宙

生
命

論
、
宇
宙

と
個

人
の
調
和

、
魂

の
意

識
、
万
物
照
応

の
理

念
、

そ
し

て
自
我

の
滅
却

と
自
己

実
現

を
説

い
た
―

を
ま

と
め

た
『

サ

ー
ダ
ナ
―

人
生

の
実

現
』

(一
九

一
三
年

)に
示

さ
れ

た
思
想

が
よ

り
重

要
だ

っ
た

x
x
i
i。

タ
ゴ

ー
ル

は
、

二
〇

世
紀
初
頭

の
象
徴

主
義

理
論

や
生

命
主

義
思
想

、
東

洋
的

な
宗
教
哲

学
、

ま
た

民
主

主
義

や
人
道

主
義

的

哲
学

を
代
表

す
る

存
在

と
し

て
受

け
と

め
ら

れ
た

。
 

 
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

の
〈

東
洋
〉

認
識

は
、

野
口

米
次

郎
と

も
無

関

係
で

は
な

い
。

一
五
年

一
一
月
号

に
は

「
日

本
の

詩
歌

」
と
題

し
て

野

口
の

T
h
e
 S
p
ir
it o

f J
a
p
a
n
e
s
e
 P
o
e
tr
y
に

対
す

る
非
常

に
詳

し
い
書

評
が
掲
載

さ
れ

て
い

る
x
x
i
i
i。

こ
れ

は
『

ポ
エ

ト
リ
』
の
編
集

者
ア

リ
ス

・

ヘ
ン

ダ
ー
ソ

ン
(1
8
8
1
-1
9
4
9
)に

よ
る
批
評

で
あ

っ
た

。
少

し
詳

し
く

み

て
み

た
い

。
 

 
ヘ

ン
ダ

ー
ソ

ン
は

、
欧

米
人

の
《

日
本

詩
歌

に
対

す
る
浅
薄

で
瑣

末

（
triv

ial）
で

さ
え

あ
っ

た
認

識
》

が
、

野
口

に
よ

っ
て
深

め
ら

れ
、

認

識
に
変

化
を

生
ん

だ
と

論
じ

て
い

た
x

x
iv。

 

 

日
本
の
詩
は
ま
っ
た
く
説
明
的
で
は
な
い
。
そ
の
方
法
は
完
全
に
暗
示

的
で
あ
る
。
連
想
を
呼
び
起
こ
し
、
想
像
力
に
訴
え
る
力
を
持
つ
。
些

細
な
も
の
で
は
な
く
深
遠
な
も
の
で
あ
る
。
簡
潔
さ
は
、
緊
張
感
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
（
訳
文
、
堀
）

x
x

v 

 

俳
句

が
〈

ep
ig

ram
〉

と
は
異

な
る

文
学

な
の

だ
と

主
張

し
て

い
た

野
口

の
詩

の
解

説
の

要
点

が
、

こ
こ

に
的

確
に

受
け

と
め

ら
れ

、
日

本
詩
歌

に
対

す
る
欧

米
人

の
認

識
に
転
換

が
起

き
た

こ
と

が
指
摘

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
《

考
え

を
表

現
す

る
た

め
に
ホ

ッ
ク

の
例

を
多

く
示

し
て

く
れ

て
お

り
、

そ
の

野
口

の
表

現
に

は
無
駄

が
ま

っ
た

く
無

い
》

と
も

述
べ

ら
れ

て
い

る
x

x
v

i。
ヘ

ン
ダ

ー
ソ

ン
は

、
野

口
の
著
述

の
一

文
を
引

い
た

の
ち

に
、

次
の

よ
う

に
書

い
て

い
る

。
 

 

こ
の
お
だ
や
か
な
禅
の
教
義
は
、
人
間
と
自
然
と
を
二
つ
の
平
行
す
る
特

徴
的
形
式
と
し
て
把
握
す
る
。
そ
し
て
そ
の
両
者
の
間
に
は
完
全
な
共
感

が
支
配
す
る
。
日
本
の
詩
歌
は
〈
暗
示
的
〉
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
言

葉
は
、
か
の
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
詩
人
ら
の
場
合
の
よ
う
に
、
〈
曖
昧
さ
〉

を
意
味
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
訳
文
、
堀
）

x
x

v
ii 

 人
間

と
自
然

が
感
応

す
る

一
対

で
あ

る
と

い
う

認
識

、
ま

た
そ

れ
を
表

現
す

る
た

め
の

こ
と

ば
が

的
確

に
選
択

さ
れ

て
お

り
、
単
純

な
曖
昧

さ

で
は

な
い

と
い

う
こ

と
が
述
べ

ら
れ

て
い

る
。

 

ま
た
ヘ

ン
ダ

ー
ソ

ン
は

、
《

比
較

詩
学

を
研
究

す
る

者
に

と
っ

て
、

野
口

の
小

さ
な

本
は

、
秘
宝

の
つ

ま
っ

た
巨
大

な
貯
蔵
庫
へ

の
鍵

に
な

る
だ

ろ
う

》
x

x
v

iiiと
、

野
口

の
著

作
を
強

く
推
薦

し
た

。
（

ち
な

み
に

こ

こ
で
《

little b
o

o
k（
小

さ
な

本
）
》
と
呼

ば
れ

て
い

る
の

は
、

T
h

e S
p

irit 
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o
f Ja

p
a

n
ese P

o
etry

の
判
型

が
実
際

に
小

さ
か

っ
た

た
め

で
あ

る
。

）
 

そ
の

後
、
『

ポ
エ

ト
リ
』

の
一

九
一

九
年
十

一
月
号

で
も

、
ユ

ー
ニ

ス
・

テ
ィ

ー
チ

ェ
ン

ツ
が

野
口

に
つ

い
て

論
評

し
て
絶
賛

し
て

い
る

。

テ
ィ

ー
チ

ェ
ン

ツ
は

、
一

九
一
六
年

か
ら

一
九

一
七
年

に
中

国
に
家

ン

す
る
紹
介

を
行

っ
て

い
た

人
物

で
あ

る
。
（
ち
な
み
に
一
九
一
八
年
の
『
ポ

エ
ト
リ
』
に
は
、
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
が
中
国
詩
を
一
〇
篇
翻
訳
紹
介
し

て
も
い
る
。
）

 

テ
ィ

ー
チ

ェ
ン

ツ
は

、
野

口
の

T
h

e S
p

irit o
f Ja

p
a

n
ese P

o
etry

が
日

本
の
精
神

や
思
想

を
理

解
す

る
た

め
の

《
扉

》
で

あ
り

、
《

手
引

き
書

》

で
あ

る
と
書

い
た

。
欧

米
読

者
は

、
こ

の
著

作
に

《
愛
情

に
充

ち
、
鋭

敏
で

、
凝
縮

し
た

、
心

が
う

ず
く
ほ

ど
の

日
本

の
伝
統

詩
歌

の
美

し
さ

》

x
x

ixを
感

じ
て

い
た

と
評
価

し
た

の
で

あ
る

。
野

口
の
著

作
は

、
同

時
代

の
英

米
の

詩
人

た
ち

の
間

で
重

要
な

位
置

を
占

め
て

い
た

様
子

が
う

か

が
え

る
。

 

野
口
自
身

の
詩
歌

の
『

ポ
エ

ト
リ
』
へ

の
寄
稿

が
見

ら
れ

る
の

は
、

第
一

次
世

界
大

戦
終
結

後
に

米
国

各
地

で
の
講
演
旅
行

を
始

め
た

時
期

の
一

九
年

一
一
月
号

以
降

で
あ

る
が

x
x
x、

米
国

の
詩
壇

で
は

、
野

口
の

日
本

詩
歌

に
関

す
る
著

作
が
早

く
か

ら
注

目
さ

れ
て

い
る

。
 

も
ち

ろ
ん

東
洋
へ

の
関

心
が

、
こ

の
雑
誌

の
最

重
要

な
傾
向

で
あ

っ

た
と

い
う

わ
け

で
は

な
い

。
イ
マ
ジ

ス
ト

詩
人

ら
の
傾
向

が
強

か
っ

た

の
で

あ
り
―

イ
マ
ジ

ス
ト

詩
は

、
日

本
の

俳
句

に
大

き
な
影
響

を
受

け

て
出

現
し

た
の

だ
が
―

そ
れ

の
み

な
ら

ず
、

次
第

に
様

々
な
英

国
詩
壇

の
面

々
が
登
場

し
て

い
て

、
Ｗ

・
Ｂ

・
イ

ェ
イ

ツ
や

ア
ー

サ
ー

・
シ

モ

ン
ズ

、
ブ

リ
ス

・
カ

ー
マ

ン
な

ど
の

野
口

デ
ビ

ュ
ー
当

時
の
友

人
た

ち

が
寄
稿

し
て

い
た

。
サ

ン
ド
バ

ー
グ

や
リ

ン
ゼ

イ
な

ど
の

シ
カ
ゴ

詩
学

派
の
顔
ぶ

れ
は

一
三
年

末
か

ら
一
四
年
頃

の
早

い
段
階

で
顔

を
見
せ

て

い
る

。
ウ

ィ
ッ

タ
ー

・
ビ

ン
ナ

ー
(1
8
8
1
-1
9
6
8
)や

ア
ー

サ
ー

・
Ｄ

・
フ

ィ
ッ
ケ
(1
8
8
3
-1
9
4
5
)と

い
っ

た
、

一
九

一
七
年

に
は

野
口

を
頼

っ
て
来

日
し

、
そ

の
後

ア
メ

リ
カ

（
特

に
西
海
岸

）
と

東
洋

（
日

本
や

中
国

）

と
の
架

け
橋

に
な

ろ
う

と
し

た
新

人
の

詩
人

た
ち

が
出

現
し

て
い

る

x
x
x
i。
（
フ
ィ
ッ
ケ
は
一
九
一
六
年
の
『
ポ
エ
ト
リ
』
に
日
本
美
術
に
つ
い
て

の
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
）
 

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

は
、

中
国

や
日

本
を
ふ

く
め

て
世

界
の

文

学
潮

流
を

重
視

し
て

い
た

。
ア
メ

リ
カ

の
混
沌

と
し

た
文
壇
状
況

に
あ

っ
た

と
い

え
る

一
地

方
都
市

の
シ

カ
ゴ

の
詩
雑
誌

が
、

東
洋
へ

の
関

心

と
い

う
点

や
、
英

詩
革
命
へ

の
関

心
と

い
う

点
に
お

い
て

は
、
英

国
詩

壇
に

も
決

し
て
劣

ら
な

い
先
端

的
な
傾
向

を
示

し
て

い
た

と
い

え
る

。
 

  ３
 

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

の
捉

え
る

〈
東

洋
〉

と
野

口
 
 

 

で
は

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

は
、

野
口

を
ど

の
よ

う
に
評
価

し
位

置
づ

け
て

い
た

の
か

。
こ

こ
で

、
『

ポ
エ

ト
リ
』

を
編
集

す
る

ハ
リ

エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
と

ア
リ

ス
・
ヘ

ン
ダ

ー
ソ

ン
が
編
纂

し
、

一
九

一
七
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年
二
月

に
刊
行

さ
れ

た
ア

ン
ソ

ロ
ジ

ー
『
新

し
い

詩
―

二
〇

世
紀
英

語

詩
の
集

成
』

T
h
e
 

N
e
w
 

P
o
e
tr
y
: 

A
n
 

A
n
th
o
lo
g
y
 

o
f 

T
w
e
n
tie

th
-C

e
n
tu
r
y
 V
e
r
s
e
 in

 E
n
g
lis

h
x
x
x
i
iを

み
て

み
よ

う
。
 

当
時

、
〈

詩
（

P
o
e
try

）
〉

は
芸
術
史

の
な

か
で

ど
う

位
置

づ
け

ら

れ
、
〈

詩
〉

の
革
新

は
ど

の
よ

う
に

受
け

と
め

ら
れ

て
い

た
の

か
。
序

の
冒
頭

に
は

、
一

三
年

、
一
四
年

の
英

米
が
〈

詩
の

め
ざ

ま
し

い
ル
ネ

サ
ン

ス
期
〉

を
迎

え
て
お

り
、
芸
術

に
対

す
る

一
般
大

衆
の

関
心

も
並

外
れ

て
復
興

し
て

い
る

、
と
書

か
れ

る
。

そ
し

て
、
〈
新

し
い

詩
〉

に

つ
い

て
の

説
明

が
な

さ
れ

、
そ

の
経

緯
に

つ
い

て
次

の
よ

う
に
書

か
れ

た
。
 

 

〈
新
し
い
詩
〉
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
や
そ
の
後
の

パ
リ
の
自
由
詩
作
者
（

v
e
r
s
-lib

r
is
te
s
）
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
幾
つ
か
は
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
吟
遊
詩
人
の
叙
情
に
学
ん
だ
も
の

で
あ
り
、
ま
た
初
期
イ
タ
リ
ア
の
ソ
ネ
ッ
ト
詩
人
や
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
作
者

の
よ
り
精
巧
な
構
造
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
新
し
い
視
角
か
ら

ギ
リ
シ
ア
の
詩
を
読
み
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
何
に
も
ま
し
て

最
も
重
要
な
の
が
、
〈
新
し
い
詩
〉
が
東
洋
か
ら
の
風
に
影
響
を
受
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
訳
文
、
堀
）

x
x
x
i
i
i 

 
 

こ
こ

で
い

う
〈

東
洋

か
ら

の
風
〉

の
代
表

詩
人

が
タ
ゴ

ー
ル

や
野

口
を

指
し

て
い

る
。

そ
し

て
モ

ン
ロ

ー
は

、
一

九
世

紀
の
西

洋
世

界
に
お

け

る
東

洋
の

発
見

の
影
響

に
つ

い
て

、
特

に
〈

日
本
〉

か
ら

の
影
響

に
頁

を
費

や
し

た
。

日
本
美
術

か
ら

の
影
響

の
後

に
、

詩
歌

か
ら

の
影
響

が

あ
っ

た
こ

と
を
詳
述

し
た

。
x
x
x
i
v 
西

洋
の

東
洋
へ

の
関

心
と

研
究

が
進

む
な

か
で

オ
マ

ル
・

ハ
イ
ヤ

ー
ム

の
ブ

ー
ム

が
あ

り
、
そ

の
あ

と
に
〈

発

句
（
h
o
k
k
u
）
〉

の
紹
介

に
よ

っ
て

日
本

の
息
吹

が
持

ち
込

ま
れ

、
そ

れ

を
さ

ら
に
進

め
る

形
で

中
国
古
典

詩
へ

の
注

目
が

あ
っ

た
、

と
述
べ

ら

れ
て

い
る

。
野

口
が
尽
力

し
た
〈

俳
句
〉

の
翻

訳
紹
介

や
詩

作
を

通
し

て
も

た
ら

し
た
刺
激

が
、

パ
ウ

ン
ド

ら
の

イ
マ
ジ

ズ
ム

の
活

動
に
先
駆

け
る

も
の

で
あ

っ
た

と
捉

え
て

い
る

。
 

で
は

、
モ

ン
ロ

ー
が
評
価

す
る

野
口

の
英

詩
を

、
こ

こ
で

は
例

と
し

て
一
篇

だ
け
紹
介

し
て

み
る

。
（

野
口

の
英

詩
は

、
こ

の
よ

う
な

三
行

詩
ば

か
り

で
は

な
い

が
。

）
 

 

‘‘I
 H

A
V
E
 C

A
S
T
 T
H
E
 W

O
R
L
D
’’ 

I
 h
a
v
e
 c
a
s
t th

e
 w

o
r
ld
, a

n
d
 th

in
k
 m

e
 a
s
 n
o
th

in
g
. 

Y
e
t I

 fe
e
l c

o
ld
 o
n
 s
n
o
w
-fa

llin
g
 d
a
y
 

A
n
d
 h
a
p
p
y
 o
n
 flo

w
e
r
 d
a
y
. 

x
x
x
v 

 三
行

詩
の

俳
句

を
イ
メ

ー
ジ

さ
せ

る
作

品
で

あ
る

。
こ

れ
は

F
r
o
m
 th

e
 

E
a
s
te
r
n
 
S
e
a
(1
9
0
3
)
に
初

出
し

た
際

に
は

‘‘L
IN

E
S
: 
fro

m
 
th
e
 

J
a
p
a
n
e
s
e
’’と
題

さ
れ

て
い

た
x
x
x
v
i。

じ
つ

は
、

こ
の

詩
は

、
芭
蕉

の
西

行
上

人
像
讃

の
歌

「
す

て
は

て
て
身

は
な

き
も

の
と
思
へ

ど
も
雪
ふ

る
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日
は

さ
ぶ

く
こ

そ
あ

れ
花

の
ふ

る
日

は
う

か
れ

こ
そ

す
れ

」
を
英

詩
に

し
た

も
の

で
あ

り
x
x
x
v
i
i、

‘‘L
in
e
s
: fro

m
 th

e
 J
a
p
a
n
e
s
e
’’と

の
題

は
、

芭
蕉

の
歌

か
ら

イ
メ

ー
ジ

さ
れ

た
一
篇

と
い

う
意

味
で

あ
っ

た
x
x
x
v
i
i
i。

誰
の

意
向

か
は

解
ら

な
い

が
、

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

の
ア

ン
ソ

ロ

ジ
ー

に
収
録

さ
れ

る
際

に
は

、
‘‘I H

A
V
E
 C

A
S
T
 T

H
E
 W

O
R
L
D
’’と

タ
イ

ト
ル

が
変

え
ら

れ
て

い
る

。
 

芭
蕉

の
俳

句
に
因
ん

で
い

る
か

ら
と

い
う

こ
と

で
は

な
く

、
野

口
の

英
詩

作
品

と
し

て
、

こ
の

詩
は

多
く

の
英

語
圏

読
者

が
注

目
し
感
銘

を

う
け

た
作

品
で

あ
っ

た
。

こ
れ

は
、

ア
ー

サ
ー

・
ラ

ン
サ

ム
が

、
一

九

一
〇
年

九
月

一
〇

日
付

の
『

フ
ォ

ー
ト

ゥ
ナ

イ
ト

リ
ー

・
レ
ビ

ュ
ー
』

（
ロ

ン
ド

ン
）

の
中

で
も
取

り
上
げ

て
い

た
一
篇

で
あ

り
、

野
口

の
作

品
と

し
て
当

時
有

名
だ

っ
た

も
の

と
い

え
よ

う
。

ま
た

ア
メ

リ
カ

の
女

性
詩

人
ア

デ
レ

イ
ド

・
ク

ラ
プ

シ
ィ
(1
8
7
8
-1
9
1
4
)の

手
帳

の
中

に
、

こ

の
一
篇

が
書

き
写

さ
れ

て
い

た
こ

と
も

知
ら

れ
て

い
る

x
x
x
i
x。

 

 
こ

の
詩

以
外

に
も

、
野

口
の
英

詩
は

い
く

つ
か

こ
の

ア
ン
ソ

ロ
ジ

ー

に
含

ま
れ

て
お

り
、

野
口

は
俳

句
の
紹
介

者
と

し
て

だ
け

重
要
視

さ
れ

て
い

た
の

で
は

な
く

、
詩
歌

の
改
革

者
、
前
衛

詩
人

、
現

代
を

生
き

る

詩
人

と
し

て
評
価

を
受

け
て

い
た

こ
と

が
わ

か
る

。
ま

た
、
当

時
、

ハ

リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
と

野
口

米
次

郎
は

、
頻
繁

に
書
簡

の
や

り
取

り

を
し

て
い

た
。

x
l 

  

４
 

野
口

の
シ

カ
ゴ

詩
壇

と
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
に

対
す

る
評

価
 

  
野

口
は
若

き
日

の
一
八

九
九
年

に
も

シ
カ
ゴ

を
訪
問

し
て

い
た

が
、

そ
の

二
〇
年

後
、

一
九

一
九
年

に
も

ア
メ

リ
カ

各
地

で
の
講
演
旅
行

中

に
シ

カ
ゴ

を
再
訪

し
て

、
一
ヶ
月
間
滞

在
し

て
い

た
。

シ
カ
ゴ
到
着

の

夜
、

さ
っ

そ
く

モ
ン

ロ
ー

の
家

に
夕
食

に
招
待

さ
れ

て
、

さ
ま

ざ
ま

語

り
合

っ
て

い
る

。
野

口
は
彼
女

に
つ

い
て

、
《
新

詩
歌

の
傳
導

者
を

以

て
自

認
し
且
市
俄
高

を
以

て
米
國
新

詩
歌

の
發

生
の

地
た

ら
し

め
た
有

力
な

文
人

の
一

人
》

x
l
iと
書

い
て

い
る

。
 

 
シ

カ
ゴ
滞

在
中

に
は

、
シ

カ
ゴ
大

学
の

三
〇

名
ほ

ど
の

日
本

学
専
攻

の
学

生
と
交

流
し

て
お

り
、

と
く

に
こ

の
学

生
ら

学
生
倶
楽

部
が

、
シ

カ
ゴ

で
公
演

中
の

国
際

的
オ

ペ
ラ
歌

手
・

三
浦
環

（
1
8
8
4
-1
9
4
6
）

と
野

口
米

次
郎

の
た

め
の
レ
セ
プ

シ
ョ

ン
を
開
催

し
て

く
れ

て
い

る
。

そ
の

レ
セ
プ

シ
ョ

ン
の
夜

は
日

本
領

事
と
共

に
で

か
け

、
夜

に
は
領

事
館

で

晩
餐

の
接
待

を
う

け
て

い
る

。
そ

こ
に

は
シ

カ
ゴ
大

学
の
教
授

た
ち

の

妻
達

も
多

く
集

ま
っ

て
い

た
。

x
l
i
i（
野
口
は
三
浦
環
に
対
す
る
評
価
と
同
情

も
大
変
面
白
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
）
 

 
野

口
の

シ
カ
ゴ

に
対

す
る
評
価

は
ど

の
よ

う
な

も
の

で
あ

っ
た

か
。

野
口

は
シ

カ
ゴ

が
濃
霧

の
多

い
都
市

で
ア
メ

リ
カ

の
な

か
で
最

も
ロ

ン

ド
ン

と
似

て
い

る
と

語
っ

て
い

た
。

そ
し

て
野

口
が
最

も
敬
服

し
て

い

る
の

は
シ

カ
ゴ

の
美
術
館

で
あ

っ
た

。
と

く
に
ホ

イ
ッ

ス
ラ

ー
や
浮

世

絵
コ
レ

ク
シ
ョ

ン
に

つ
い

て
で

、
と

く
に
浮

世
絵

研
究

者
の

フ
レ

デ
リ
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ッ
ク

・
グ

ー
キ

ン
（
1
8
5
3
-1
9
3
6
）
と
親

し
く

語
り

合
う

。
グ

ー
キ

ン
は

、

シ
カ
ゴ

の
銀
行

界
で

、
浮

世
絵
蒐
集
家

で
あ

っ
た

。
グ

ー
キ

ン
は

、
一

九
二
五
年
七
月
七

日
か

ら
日

本
を
初
訪
問

し
て

、
野

口
と
再
会

し
て

い

る
。

）
一

九
一

九
年

の
シ

カ
ゴ
滞

在
中

に
は

、
朝

日
新
聞

に
シ

カ
ゴ

か

ら
の
便

り
（
記

事
）

が
四
回
掲
載

さ
れ

て
い

る
。
 

さ
て

、
シ

カ
ゴ

を
含
む

ア
メ

リ
カ
講
演
旅
行

か
ら
帰

国
し

た
後

も
、

野
口

米
次

郎
は

シ
カ
ゴ

の
〈
新

し
い

詩
〉

の
動

き
を

日
本

で
何

度
も
開

設
し

て
い

く
。
評

論
「

米
国

文
学

論
」

（
『

中
央
公

論
』

一
九

二
五
年

四
月
初

出
）

x
l
i
i
iで

野
口

は
、
シ

カ
ゴ

の
詩

の
新
潮

流
の

重
要

性
を
述
べ

、

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

以
上

に
文

学
上

の
重

要
な
拠

点
都
市

が
シ

カ
ゴ

で
あ

る

と
論

じ
た

。
《
市
俄
古

と
新

し
い

詩
、

い
な

「
中
西

部
と

米
國

の
新

詩
」

位
興

味
の

あ
る

文
學
問
題

は
な

い
》

と
し

た
う

え
で

、
ボ

ス
ト

ン
に
端

を
発

す
る

ア
メ

リ
カ

文
学

の
中

心
が

シ
カ
ゴ

に
移

っ
て

い
く

経
緯

を
論

じ
て

い
る

x
l
i
v。

 

特
に

注
目

す
べ

き
は

、
シ

カ
ゴ

の
新

詩
が

《
詩

の
根
底

は
徹
頭
徹
尾

郷
土

に
置

か
ね

ば
な

ら
な

い
》

と
宣

言
し

、
そ

の
地

域
に
お

け
る

《
眞

實
な

生
活
状
態

》
を

つ
く

っ
て

《
抱

合
合

一
》

し
、

そ
こ

に
住
む

者
に

の
み

に
適

す
る

《
新

句
法

と
新
慣

用
語

を
作

り
》

、
《

流
動

的
文
學

の

生
命

を
表

現
》

す
る
必

要
を

説
く

点
で

あ
る

。
よ

う
す

る
に

、
シ

カ
ゴ

の
〈
新

し
い

詩
〉

は
地

域
性

の
重

要
性

を
求

め
て

い
る

と
、

野
口

は
理

解
し

て
い

る
の

で
あ

る
。

言
い
換

え
れ

ば
、
グ

ロ
ー
バ

ル
と

ロ
ー

カ
ル

の
両
輪

に
よ

っ
て

こ
そ

詩
が

発
展

で
き

る
と

考
え

て
い

る
の

で
あ

っ

た
。

x
l
v 

 
野

口
は

、
地

域
意

識
と

世
界

意
識

は
対

立
し

な
い

と
い

う
こ

と
、
《
眞

實
に

世
界

的
と

い
ふ

こ
と

は
眞
實

に
國
家

的
》

で
あ

り
《
實
際

に
於

て

眞
實

に
國
家

的
で

あ
つ

て
、
始

め
て

世
界

的
と

な
る

こ
と

が
出
來

る
》

と
述
べ

る
x
l
v
i。

国
家

的
で

あ
る

こ
と

（
ナ

シ
ョ
ナ

ル
）

や
地

域
性

（
ロ

ー
カ

ル
）

を
極

め
て

こ
そ

、
世

界
的

（
グ

ロ
ー
バ

ル
）

に
な

る
こ

と
が

で
き

る
、

と
繰

り
返

す
の

で
あ

る
。
 

 
そ

し
て

、
お

そ
ら

く
『

ポ
エ

ト
リ
』

の
宣

言
を

訳
し

た
か

解
釈

し
た

も
の

だ
と
思

わ
れ

る
が

、
次

の
よ

う
に

シ
カ
ゴ
新

詩
の

方
向

性
に

つ
い

て
紹
介

し
て

い
る

。
 

 

『
我
々
の
新
し
い
詩
は
、
所
謂
土
着
的
音
調
を
實
現
し
て
、
鐵
道
、
新
聞
、

活
動
寫
真
、
通
俗
小
説
、
流
行
歌
、
地
方
的
祭
禮
或
は
博
覧
會
、
或
は
騒
々

し
い
我
々
の
都
會
、
有
り
と
あ
ら
ゆ
る
實
際
的
状
態
を
悉
く
我
々
新
詩
人

の
題
材
と
取
入
れ
る
で
あ
ら
う
。
』
『
我
々
は
西
へ
西
へ
と
進
ん
で
、
歐

羅
巴
を
全
然
見
捨
て
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
始
め
て
我
々
は
新
文
學
を

完
成
す
る
こ
と
が
出
來
る
』
（
中
略
）
我
々
は
公
衆
と
共
に
歩
き
、
何
處

ま
で
も
公
衆
の
必
要
を
滿
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
決
し
て
公
衆
に

服
從
す
る
意
味
で
無
く
、
公
衆
の
心
を
以
て
我
々
の
詩
的
心
と
す
る
新
解

釋
の
上
か
ら
來
た
結
論
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
』
こ
の
有
力
な
宣
言
が
、

何
處
ま
で
文
学
上
に
實
證
さ
れ
た
か
を
私
は
知
ら
な
い
。
古
い
感
傷
的
態

度
と
信
仰
と
を
離
れ
始
め
て
、
新
文
學
こ
こ
に
起
る
と
い
ふ
主
張
は
、
世
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界
を
通
じ
て
同
じ
で
あ
る
が
、
何
處
の
國
が
確
實
に
完
全
に
文
學
の
新
時

代
に
入
っ
て
ゐ
る
か
は
明
言
さ
れ
な
い
。

x
l
v
i
i 

 

ア
メ

リ
カ

の
詩

が
進
ん

で
い

る
と

か
遅

れ
て

い
る

と
い

う
観

点
を

野
口

は
持

っ
て

い
な

い
。
英

詩
の
新

時
代

に
、

現
在

の
日

本
の

詩
も

同
じ
土

俵
に

た
っ

て
い

る
と

考
え

て
、

日
本

に
い

る
自
分

と
の

同
時

代
性

、
相

互
影
響

性
を
感

じ
る

な
か

で
シ

カ
ゴ

の
新

し
い

詩
の

動
き

を
み

て
い

る

の
で

あ
る

。
 

ま
た

《
公

衆
と
共

に
歩

き
、
何
処

ま
で

も
公

衆
の
必

要
を
満

た
さ
ね

ば
な

ら
な

い
》

と
い

う
詩

人
と

し
て

の
自
覚

は
、

こ
の

時
点

で
は

民
主

主
義

的
な
視

点
に

よ
る

シ
カ
ゴ

の
新

詩
の

方
向

性
を

説
明

し
た

も
の

で

あ
る

が
、

こ
れ

は
そ

の
後
〈

地
域

性
〉

の
強
調

と
と

も
に

戦
時
期

の
野

口
の
路
線

に
繋

が
っ

て
行

く
予
兆

の
よ

う
に
感

じ
ら

れ
る

。
 

シ
カ
ゴ

の
〈
新

し
い

詩
〉

の
宣

言
に
戻

れ
ば

、
野

口
は

こ
れ

を
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
か

ら
生

み
出

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

と
説

い
て

、
《

世
界

を

通
じ

て
、
新

し
い

詩
は
ホ
ヰ

ト
マ

ン
か

ら
出
發

し
て
居

る
又
ホ
ヰ

ト
マ

ン
へ
歸

る
と

も
見

る
こ

と
が

出
來

る
》

と
い

っ
て

い
る

。
そ

し
て

《
ホ

ヰ
ト
マ

ン
の

一
大

特
徴

は
、
完
全

に
自
分

を
宇
宙

心
に
結

付
け

、
個

人

格
を
全

世
界

の
流

動
的
精
神

に
融
和

さ
せ

た
点

に
あ

る
》

と
主
張

し
た

の
で

あ
る

。
x
l
v
i
i
i 

ホ
イ

ッ
ト
マ

ン
に

つ
い

て
は

、
新
興

国
ア
メ

リ
カ

な
ら

で
は

の
天
才

詩
人

、
原
初

的
で

エ
キ
セ

ン
ト

リ
ッ

ク
な
独

特
の

詩
人

と
い

っ
た
評
価

は
根
強

く
あ

る
だ

ろ
う

。
だ

が
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
は

フ
ラ

ン
ス
象
徴

主

義
に
影
響

を
与

え
た

人
物

で
あ

り
、

フ
ラ

ン
ス

経
由

で
英

国
で

も
評
価

を
受

け
る

よ
う

に
な

り
、

そ
の

後
の
英

米
の
思
想

や
文
芸

に
も

多
大

な

影
響

を
及
ぼ

し
た

「
世

界
文

学
」

の
ひ

と
つ

を
つ

く
っ

た
人
物

と
い

っ

て
よ

い
x
l
i
x。

 

 
野

口
は

一
八

九
六
年

の
デ
ビ

ュ
ー
当
初

か
ら

、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
に
大

き
な
影
響

を
う

け
て

い
た
英

詩
人

で
あ

る
。
彼

の
師

と
も

い
え

る
詩

人

ウ
ォ

ー
キ

ン
・

ミ
ラ

ー
（

1
8

3
9-19

1
3
）

が
、

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン

を
崇

拝
し

て
自

然
生

活
を

お
こ

な
っ

て
い

た
の

で
、
野

口
も

そ
の

生
活

の

な
か

で
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

名
前

を
知

っ
た

の
で

あ
る

。
い

う
ま

で
も

な

い
が

、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

思
想

は
、
近

現
代

の
思

潮
や

方
法

論
に

国

際
的

な
影

響
を

及
ぼ

し
た

時
代

の
潮

流
で

あ
り

、
若

き
野

口
は

そ

れ
を

日
本

人
的

感
性

あ
る

い
は

野
口

独
自

の
感

性
で

受
容

し
て

い

た
。

も
ち

ろ
ん

野
口

は
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
だ

け
に

心
酔

し
た

と
い

う
よ

り

は
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
評
価

を
中
核

に
し

て
ア
メ

リ
カ

の
近

代
思
想
―

た

と
え

ば
リ

ン
カ

ー
ン

、
エ
マ
ソ

ン
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
な

ど
―

の
総
体

を

讃
美

し
て

い
る

。
 

 
た

と
え

ば
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

詩
歌

に
つ

い
て

は
、
ネ

イ
テ

ィ
ブ

ア

メ
リ

カ
ン

の
名
前

を
羅
列

し
た

詩
が
面
白

い
と

い
い

、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン

の
粗

野
、
乱
暴

、
プ

ラ
イ

ド
の
強

さ
と

い
っ

た
面

を
指
摘

し
興

味
を

示

し
て

い
た

。
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

地
方

性
や
〈
ネ

イ
シ
ョ

ン
〉

の
意

識
、

民
衆

性
・
大

衆
性

に
注

目
し

て
い

た
。

そ
れ

は
当

時
の
大

正
期

の
日

本
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文
壇

に
お

い
て

は
、

き
わ

め
て
独

特
な
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
像

で
あ

り
、

野

口
ら

し
い
異
質

な
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
認

識
で

あ
っ

た
。

野
口

の
ホ

イ
ッ

ト

マ
ン

言
説

で
最

も
多

い
の

は
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の
〈
ユ

ニ
テ

ィ
ー

(U
n
ity

)〉
の

意
識

を
支
配

し
て

い
る
宇
宙

観
で

あ
ろ

う
。

野
口

は
ホ

イ

ッ
ト
マ

ン
の
思
想

を
、

東
洋

の
思
想

に
重
ね

て
次

の
よ

う
に

理
解

す
る

。
 

 

私
共
東
洋
人
は
宇
宙
現
象
の
連
帶
一
致
を
信
ず
る
。
人
間
と
自
然
と
の
眞

實
な
類
縁
を
信
ず
る
。
私
共
が
自
然
に
入
る
時
、
個
性
の
増
殖
を
忘
れ
て

宇
宙
に
於
け
る
人
生
の
立
場
を
知
る
の
で
あ
る
。
私
共
は
自
然
を
默
想
す

る
。
そ
れ
は
自
己
の
認
識
を
重
大
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
東
洋

人
の
文
學
的
態
度
は
、
將
來
の
米
國
人
に
外
形
的
感
傷
主
義
か
ら
逃
れ
る

方
法
を
教
へ
る
で
あ
ら
う
。
彼
等
に
自
然
を
了
解
す
る
秘
密
を
開
か
せ
る

で
あ
ら
う
。
米
國
人
の
文
化
は
こ
こ
に
於
て
か
始
め
て
花
咲
く
で
あ
ら

う
。
そ
し
て
見
る
と
東
西
の
融
和
は
こ
こ
三
四
十
年
の
歳
月
を
待
た
ね
ば

な
ら
な
い
。

l 

 

ア
メ

リ
カ

で
評
価

を
さ

れ
て

い
た

野
口

米
次

郎
の
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
理

解
や

解
説

は
、
当

時
の

後
輩

詩
人

た
ち

に
も
少

な
か

ら
ぬ
感

化
を
与

え

て
い

た
。
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

翻
訳

は
、

日
本

で
は
随
分
早

く
か

ら
行

わ

れ
て

い
た

が
、

と
く

に
野

口
が

ア
メ

リ
カ
講
演
旅
行

に
で

か
け

た
一

九

一
九
年
頃

の
大

正
期

に
は

、
民

衆
詩
派

の
勃
興

と
と

も
に

、
ホ

イ
ッ

ト

マ
ン

は
最

も
重
視

さ
れ

た
思
想
家

と
な

っ
て

い
た

。
大

正
デ

モ
ク

ラ
シ

ー
の

時
代

に
お

い
て

、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

研
究

は
重

要
な
思
想

的
基
盤

と
な

り
、

そ
の

東
洋
思
想
へ

の
志
向

や
民

主
主

義
思
想

は
、

日
本

人
に

さ
ま

ざ
ま

な
形

で
共
感

と
自
覚

と
方
法

論
を
与

え
た

の
で

あ
る

。
 

た
と

え
ば

、
一

九
二

二
年

に
「

詩
歌

の
文

化
的
任
務

」
を
連
載

で
論

じ
て

い
た
福
士
幸

次
郎

や
、

一
九

二
三
年

に
「
階
級
闘

争
と

詩
の

位
置

」

を
連
載

す
る
福
田

正
夫

な
ど

、
み

な
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
を

中
心

に
し

て
、

ホ
イ

ッ
ト
マ

ン
を
称
賛

し
た

カ
ー

ペ
ン

タ
ー

や
ト

ラ
ウ
ベ

ル
を
高

く
持

ち
上
げ

て
評
価

し
て

、
地

域
を

越
え

て
世

界
人
類

に
共

通
す

る
思
想

と

文
化

意
識

を
説

こ
う

と
し

た
の

で
あ

る
l
i。

野
口

は
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
に

対

し
て
独
自

の
見

解
を

語
っ

た
人
物

で
、

ま
た

、
そ

の
弟
子

ト
ラ
ウ
ベ

ル

と
の
直

接
的
交

流
を

持
っ

て
い

た
の

で
、
若

い
日

本
の

民
衆
派

詩
人

た

ち
の

中
で

も
一
歩
前

を
ゆ

く
孤
高

の
詩

人
と

し
て

存
在
感

を
示

し
て

い

た
。
 

  お
わ

り
に
 

  
パ
ウ

ン
ド

ら
の

イ
マ
ジ

ズ
ム
運

動
に

よ
っ

て
シ

カ
ゴ

詩
学
派

を
牽
引

し
た

詩
誌

と
し

て
知

ら
れ

て
き

た
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

。
そ

の
主
催

者

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

は
、
〈
新

し
い

詩
〉
運

動
に
お

け
る

野
口

米

次
郎

の
先
導

的
な
役
割

を
高

く
評
価

し
て

い
た

。
英

米
詩

に
お

け
る
〈

東

洋
詩
〉

受
容

の
全
体
像

を
視

野
に

入
れ

、
新

し
い

ア
メ

リ
カ

発
の

世
界
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文
学

を
模

索
し

て
い

た
。

一
九

一
〇
年

代
の
英

米
の

詩
人

た
ち

が
『

ポ

エ
ト

リ
』

の
よ

う
な
革
新

を
ね

ら
っ

た
詩
雑
誌

の
中

で
〈

東
洋
〉

の
詩

歌
を

ど
の

よ
う

に
紹
介

し
評
価

し
て

、
英

詩
の
近

代
化

に
繋
げ

よ
う

と

し
て

い
た

の
か

、
そ

の
な

か
で

日
本

の
野

口
米

次
郎

は
ど

の
よ

う
な
評

価
を

さ
れ

て
い

る
の

か
を

み
て

き
た

。
 

 
二

〇
世

紀
転
換
期

に
「

世
界

文
学

」
や

コ
ス

モ
ポ

リ
タ

ニ
ズ

ム
を

意

識
し

て
い

た
モ

ダ
ニ

ズ
ム
芸
術

の
中

に
は

、
も

と
も

と
《

地
方

性
・
風

土
性

》
や
伝
統
回
帰

を
内
包

す
る

も
の

が
あ

っ
た

。
二
十

一
世

紀
の

現

代
、

「
世

界
文

学
」

と
い

う
概

念
は

、
「

地
方

」
や

「
国
家

」
と

い
う

特
殊

性
を

超
え

て
、

い
か

に
普

遍
性

を
得

て
い

く
か

と
い

う
点

で
新

た

な
地

点
を
切

り
拓

こ
う

と
し

て
い

る
か

の
よ

う
に

も
み

え
る

。
 

 
本
稿

で
は

、
俳

句
を

中
心

と
し

た
日

本
文

学
に

対
す

る
野

口
の

言
論

活
動

が
、

シ
カ
ゴ

と
い

う
〈

地
方
〉

か
ら

発
信

す
る

世
界

文
学

を
め

ざ

す
ハ

リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
と

ど
の

よ
う

に
関
与

し
た

か
、

そ
こ

に
は

ホ
イ

ッ
ト
マ

ン
の
思
想

の
評
価

、
民

衆
や

地
方

性
の
評
価

と
い

う
軸

が

重
視

さ
れ

て
、

日
本

詩
壇

の
側

か
ら

も
重
視

さ
れ

て
い

た
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

。
 

                                          

        

 
iＪ

･
Ｗ

･
ゲ

ー
テ

（
高

木
昌

史
編

訳
）
『

ゲ
ー

テ
と

読
む

世
界

文
学

』
青

土
社

、
二

〇

〇
六

年
一

〇
月

三
一

日
、

二
六

六
頁

。
 

i
i同

上
、

二
六

八
頁

。
 

                                        
 

i
i
i 
ダ

ム
ロ

ッ
シ

ュ
（

秋
草

俊
一

郎
他

、
訳

）
『

世
界

文
学

と
は

何
か

？
』

国
書

刊
行

会
、

二
〇

一
一

年
四

月
一

四
日

、
一

五
- 三

四
頁

。
 

i
v 

同
上

、
四

二
頁

。
 

v 
同

上
、

四
二

頁
。

 
v
i 

“J
a

p
a

n
e

s
e

 L
ite

r
a

tu
r
e

”, T
h
e
 N

e
w
 E

n
c
y
c
lo
p
a
e
d
ia
 B

r
it
a
n
ic
a

, v
o

l.2
2

, 
1

5
t
h e

d
itio

n
, 1

9
8

9
. 

v
i
i 
フ

ロ
ー

レ
ン

ツ
「

日
本

詩
歌

の
精

神
と

欧
州

詩
歌

の
精

神
と

の
比

較
考

」
『

帝
国

文
学

』
、

一
八

九
五

年
三

月
、

六
- 八

頁
。

 
v
i
i
i 
同

前
、

一
頁

。
 

i
x 

前
島

志
保

氏
は

、
ア

ス
ト

ン
(1

8
7

7
) や

チ
ェ

ン
バ

レ
ン

(1
8

8
0

) の
日

本
の

短
詩

の

発
達

に
対

す
る

低
い

評
価

が
そ

の
後

も
続

い
た

こ
と

を
論

じ
て

い
る
（

前
島

志
保
「

西

洋
俳

句
紹

介
前

史
―

十
九

世
紀

西
洋

の
日

本
文

学
関

連
文

献
に

お
け

る
詩

歌
観

―
」

前
掲

、
三

六
- 四

〇
頁

）
。

 
x 
拙

著
『
「

二
重

国
籍

」
詩

人
 

野
口

米
次

郎
』

名
古

屋
大

学
出

版
会

、
二

〇
一

二
年

二
月

二
九

日
、

二
二

二
-
二

三
三

頁
。

 
x
i 
ハ

ー
ヴ

ァ
ー

ド
大

学
の

教
授

サ
ン

タ
ヤ

ナ
（

1
8

6
3

-1
9

5
2

) が
、
一

九
一

一
年

、
‘T

h
e

 

G
e

n
te

e
l T

r
a

d
itio

n
 in

 A
m

e
r
ic

a
n

 P
h

ilo
s
o

p
h

y
’ と

い
う

講
演

を
行

い
、
〈

ジ
ェ

ン
テ

ィ
ー

ル
・

ト
ラ

デ
ィ

シ
ョ

ン
〉

と
い

う
言

葉
を

使
っ

た
。

つ
ま

り
、

ア
メ

リ
カ

の
中

上
流

階
級

の
志

向
す

る
文

化
意

識
が

、
イ

ギ
リ

ス
の

模
倣

で
マ

ン
ネ

リ
に

陥
り

、

価
値

体
系

や
生

活
様

式
が

形
骸

化
し

保
守

化
し

て
い

る
こ

と
を

指
摘

し
た

。
〈

ジ
ェ

ン
テ

ィ
ー

ル
・

ト
ラ

デ
ィ

シ
ョ

ン
〉

以
後

の
ア

メ
リ

カ
の

文
学

に
関

し
て

は
、

M
a

lc
o

lm
 C

o
w

le
y

(e
d

.),A
ft
e
r
 t
h
e
 G

e
n
t
e
e
l T

r
a
d
it
io
n
: A

m
e
r
ic
a
n
 W

r
ite

r
s
 

1
9
1
0
-1
9
3
0
 (S

o
u

th
e

r
n

 Illin
o

is
 U

n
iv.P

re
s
s
;1

9
6

4
) や

児
玉

実
英
『

ア
メ

リ
カ

の

詩
』

( 英
宝

社
、

二
〇

〇
五

年
) な

ど
が

詳
し

い
。

 
x
i
iH

a
rr

ie
t M

o
n

ro
e

(1
9

3
8

), A
 P
o
e
t
’s
 L
ife

: S
e
v
e
n
ty
 Y
e
a
r
s
 in

 a
 C

h
a
n
g
in
g
 

W
o
r
ld

, N
e

w
 Y

o
rk

; th
e

 M
a

c
m

illa
n

 c
o

m
p

a
n

y, p
.2

5
1

. 
x
i
i
iま

だ
無

名
で

若
か

っ
た

パ
ウ

ン
ド

は
、

英
国

人
ら

が
模

索
し

て
い

た
こ

の
英

詩
の

改
革

運
動

を
学

び
取

り
、

ア
メ

リ
カ

の
友

人
Ｈ

・
Ｄ

（
1
8
8
6
-
1
9
6
1
）

と
そ

の
夫

と
な

る
イ

ギ
リ

ス
人

の
リ

チ
ャ

ー
ド

・
オ

ー
ル

デ
ィ

ン
ト

ン
(
1
8
9
2
-
1
9
6
2
)
と

共
に

、
一

九

一
二

年
に
「

イ
マ

ジ
ズ

ム
綱

領
」
を

作
っ

て
理

論
化

し
た

。
〈

イ
マ

ジ
ズ

ム
〉
、
〈

イ

マ
ジ

ズ
ム

詩
〉

、
〈

イ
マ

ジ
ス

ト
詩

人
〉

と
名

付
け

て
、

Ｈ
・

Ｄ
や

自
ら

の
詩

を
文

学
運

動
の

先
端

と
し

て
、

シ
カ

ゴ
の
新
鋭
雑
誌

『
ポ
エ

ト
リ

』
に
売

り
込
ん

だ
の

で

あ
る

。
つ

ま
り

、
英

国
で
興

っ
て

い
た

英
詩

革
新

の
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
を

米
国

の
若
者

が
い
ち
早
く

理
論

化
し

、
モ

ダ
ニ

ズ
ム

の
急

先
鋒

で
あ

る
こ

と
を
印
象
づ

け
る

こ
と
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に
成
功

し
た

。
し

か
も

運
動

そ
の

も
の

が
、

ま
る

で
自

ら
の

発
案

で
あ

る
か

の
よ

う

に
パ

ウ
ン

ド
は

自
説

を
主
張

し
た

。
パ

ウ
ン

ド
は

ロ
ン

ド
ン

か
ら

シ
カ

ゴ
の

『
ポ
エ

ト
リ

』
に
数
多
く

の
論
稿

や
詩
篇

を
送

っ
て

、
自
分

が
英

国
で

の
新

詩
改

革
の

中
核

に
い

る
こ

と
を
表
明

し
た

。
 
 

x
i
v 
雑
誌

『
リ

ト
ル

・
レ
ビ

ュ
ー

』
T
h
e
 L
it
t
le
 R

e
v
ie
w
 (1

9
1

4
-1

9
2

9
) は
多
数

の
著

明
な

文
学
者

を
輩

出
し

た
前
衛

の
リ

ト
ル

マ
ガ

ジ
ン

で
、

一
九

一
四

年
三

月
に

シ
カ

ゴ
で
創

刊
さ
れ

た
が

、
一

九
一
七

年
か

ら
は
ニ

ュ
ー
ヨ

ー
ク

に
拠
点

を
移

し
て

パ
ウ

ン
ド

の
助
力

を
得

る
よ

う
に

な
る

。
創

刊
し

た
の

は
マ

ー
ガ

レ
ッ

ト
・

ア
ン

ダ
ー
ソ

ン
（

1
8

8
6

-1
9

7
3

) で
、
『

リ
ト

ル
・

レ
ビ

ュ
ー

』
を
創

刊
す

る
前

に
は

、
雑
誌

『
ダ

イ

ア
ル

』
T
h
e
 D

ia
l
に

関
与

し
、

一
九

一
三

年
ま

で
は

『
シ

カ
ゴ

・
イ
ブ
ニ

ン
グ

・
ポ

ス
ト

』
C
h
ic
a
g
o
 E

v
e
n
in
g
 P
o
s
t
の

書
評

を
書

い
て

い
た

人
物

で
も
あ

る
。

 
x
v 

『
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

・
レ
ビ

ュ
ー

』
（

一
九

〇
八

年
創

刊
）

は
、
Ｔ

・
ハ

ー
デ

ィ

や
Ｊ

・
コ

ン
ラ

ッ
ド

な
ど

の
当
時

す
で

に
著

名
な

作
家

を
は

じ
め

、
Ｄ

・
Ｈ

・
ロ

レ

ン
ス

や
パ

ウ
ン

ド
等

の
若
手

作
家

な
ど

の
作
品

も
掲
載

し
た
雑
誌

で
、

野
口

は
一

九

一
七

年
一

二
月

、
一

九
二

四
年

八
月

に
寄
稿

し
て

い
る

（
な

お
、
Ｂ

・
シ

ョ
ウ

、
Ａ

・

シ
モ

ン
ズ

に
並
ん

で
野

口
が
寄
稿

し
た

‘‘T
h

e
 S

k
in

 P
a

in
te

r
 (F

r
o

m
 th

e
 

J
a

p
a

n
e

s
e

) ’’ （
一

九
一
七

年
一

二
月
号

）
は

、
谷
崎
潤

一
郎

の
「
刺

青
」

( 一
九

一

〇
年

一
一

月
『
新
思
潮

』
発
表

) の
翻

訳
で
あ

っ
た

）
。

 
x
v
i 
こ
れ

は
‘‘T

h
e

 W
e

s
te

rn
 S

c
h

o
o

l’’ と
題
さ
れ

た
エ

ド
ガ

ー
・

ジ
ェ
プ
ソ

ン

（
1

8
6

3
-1

9
3

8
) の

文
章

で
、

リ
ン
ゼ

イ
、

マ
ス

タ
ー

ズ
、

フ
ロ

ス
ト

な
ど

の
シ

カ
ゴ

詩
人

た
ち

を
批
判

し
た

も
の

。
こ
れ

に
パ

ウ
ン

ド
が
長

い
註
釈

を
付

け
て

、
『

リ
ト

ル
・

レ
ビ

ュ
ー

』
に
再

掲
載
さ
せ

た
。

 
x
v
i
i 
こ

の
あ

た
り

の
経
緯

に
つ

い
て

は
、

ハ
リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
自
身

の
自
伝

A
 

P
o
e
t
’s
 L
ife

: S
e
v
e
n
ty
 Y
e
a
r
s
 in

 a
 C

h
a
n
g
in
g
 W

o
r
ld
 (N

e
w

 Y
o

r
k

; 
M

a
c
m

illa
n

,1
9

3
8

) や
、
勝
方
恵
子
｢
リ

ト
ル

・
マ
ガ

ジ
ン

と
モ

ダ
ニ

ズ
ム

文
学
Ⅱ
｣

（
『
早
稲
田

大
学
法

学
会

人
文

論
集

』
一

九
九

五
年

、
六

一
- 八

八
頁

）
、
伊

達
直
之
「
「
ポ

エ
ト

リ
ー

」
誌

の
編
集

理
念

と
詩

論
―
パ

ウ
ン

ド
と
モ

ン
ロ

ー
の

二
つ

の
ア

メ
リ

カ

現
代

詩
観

」
（

『
英

文
学

( 早
稲
田

大
学

英
文

学
会

) 』
一

九
九

八
年

三
月

、
八

八
- 一

〇

三
頁

）
に

詳
し

い
。

と
く

に
伊

達
氏

の
論

考
で

は
、

パ
ウ

ン
ド

と
モ

ン
ロ

ー
の
確
執

で
は

な
く

、
類
似
性

に
注
目

し
て

お
り

、
パ

ウ
ン

ド
と
モ

ン
ロ

ー
が

「
ア

メ
リ

カ
」

「
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
」

と
い

う
共
通

す
る
問
題

意
識

に
よ

っ
て

共
闘

し
て

い
た

こ
と

が

論
じ

ら
れ

て
い

る
。

 

x
v
i
i
i 
野

口
米

次
郎

「
写 イ

マ

象 ジ
ズ

ム

主
義
私
見

」
『
現
代

詩
歌

』
、

一
九

一
八

年
三

月
、

六
頁

。
 

                                        
 

x
i
x 

R
a

b
in

d
r
a

n
a

th
 T

a
g

o
r
e

, ‘‘P
o

e
m

s
’’, T

h
e
 P
o
e
tr
y
,v

o
l.1

.n
o

.3
,(1

9
1

2
,D

e
c), 

p
p

.8
4

-8
6

. 
x
x 

[T
h

e
 a

p
p

e
a

ra
n

c
e

 o
f th

e
 p

o
e

m
s
 o

f R
a

b
in

d
r
a

n
a

th
 T

a
g

o
re

, tr
a

n
s
la

te
d

 
b

y
 h

im
s
e

lf fro
m

 B
e

n
g

a
li in

to
 E

n
g

lis
h

, is
 a

n
 e

v
e

n
t in

 th
e

 h
is

to
ry

 o
f 

E
n

g
lis

h
 p

o
e

try
 a

n
d

 o
f w

o
rld

 p
o

e
try. I d

o
 n

o
t u

s
e

 th
e

s
e

 te
r
m

s
 w

ith
 th

e
 

lo
o

s
e

n
e

s
s
 o

f co
n

te
m

p
o

r
a

r
y

 jo
u

rn
a

lis
m

. Q
u

e
s
tio

n
s
 o

f p
o

e
tic a

r
t a

re
 

s
e

r
io

u
s
, n

o
t to

 b
e

 to
u

c
h

e
d

 u
p

o
n

 lig
h

tly
 o

r
 in

 a
 s

p
ir

it o
f b

r
a

v
u

ra
.] 

(E
z

r
a

 P
o

u
n

d
, ‘‘T

a
g

o
r
e

’s
 P

o
e

m
s
’’,T

h
e
 P
o
e
t
r
y

, v
o

l.1
.n

o
.3

,1
9

1
2

.D
e

c, 
p

.9
2

.) 
 

x
x
i 

[T
h

e
 B

e
n

g
a

li b
rin

g
s
 to

 u
s
 th

e
 p

le
d

g
e

 o
f a

 c
a

lm
 w

h
ich

 w
e

 n
e

e
d

 
o

v
e

r
m

u
c
h

 in
 a

n
 a

g
e

 o
f s

te
e

l a
n

d
 m

e
c
h

a
n

ic
s
. It b

r
in

g
s
 a

 q
u

ie
t 

p
r
o

c
la

m
a

tio
n

 o
f th

e
 fe

llo
w

s
h

ip
 b

e
tw

e
e

n
 m

a
n

 a
n

d
 th

e
 g

o
d

s
; b

e
tw

e
e

n
 

m
a

n
 a

n
d

 n
a

tu
re

. （
…

…
）

T
h

e
r
e

 is
 a

 d
e

e
p

e
r c

a
lm

 a
n

d
 a

 d
e

e
p

e
r 

co
n

v
ic

tio
n

 in
 th

is
 e

a
s
te

r
n

 e
x

p
re

s
s
io

n
 th

a
n

 w
e

 h
a

v
e

 y
e

t 
a

tta
in

e
d

.](Ib
id

, p
p

.9
3

-9
4

.) 
x
x
i
i 
一

九
一

二
年

か
ら

一
九

一
三

年
に

か
け

て
タ

ゴ
ー

ル
は

英
米
各
地

で
講

演
旅

行

を
行

っ
て

い
た

。
蛯
原
徳

夫
氏

の
「
解
題

」
に
よ

る
と

、
ハ

ー
ヴ

ァ
ー

ド
大

学
の

連

続
講

演
を

ま
と
め

た
も

の
、

と
さ
れ

て
い

る
（
蛯
原
徳

夫
「
解
題

」
『

タ
ゴ

ー
ル

著

作
集

』
八
巻

、
五

四
〇

頁
）

が
、
我
妻
和
男

氏
の

「
タ

ゴ
ー

ル
総

年
譜

」
は
よ

り
詳

し
い

。
一

九
一

二
年

五
月

二
四

日
、

英
国

講
演

の
た
め

カ
ル

カ
ッ

タ
を
離
れ

、
六

月

一
六

日
に

ロ
ン

ド
ン

に
到
着

。
十

月
二

八
日

に
ニ

ュ
ー
ヨ

ー
ク

に
渡

り
、

イ
リ
ノ

イ

州
に
滞
在

し
て
ユ
ニ

テ
リ

ア
ン
主
催

の
ク

ラ
ブ

で
初
め

て
英
語

講
演

（
六

本
）

を
行

う
。

一
九

一
三

年
一

月
、

シ
カ

ゴ
大

学
で

「
古
代

イ
ン

ド
の

理
想

」
に

つ
い

て
演
説

し
、

つ
づ

い
て
ユ
ニ

テ
リ

ア
ン
ホ

ー
ル

で
「
悪

の
問
題

」
を

演
説

。
二

月
に
ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク

と
ボ

ス
ト

ン
・

ハ
ー

ヴ
ァ

ー
ド

大
学

で
講

演
。

四
月

一
四

日
に

ロ
ン

ド
ン

に

帰
る

。
五

月
一

九
日

に
キ

ャ
ク

ス
ト

ン
ホ

ー
ル

で
六

つ
の

講
演

を
し

た
。

こ
れ

ら
の

講
演

が
『

サ
ー

ダ
ナ

』
と

し
て

ま
と
め

ら
れ

た
（
我
妻
和
男

『
タ

ゴ
ー

ル
著

作
集

』

別
巻

、
八

〇
六

- 八
〇
七

頁
）

。
 

x
x
i
i
i 

A
.C

.H
,‘‘R

e
v

ie
w

: J
a

p
a

n
e

s
e

 P
o

e
tr

y
’’,T

h
e
 P
o
e
t
r
y

, v
o

l.7
n

o
.2

,1
9

1
5

, 
N

o
v,p

p
.8

9
-9

7
. ( こ

の
中
身

は
T
h
e
 S
p
ir
it o

f J
a
p
a
n
e
s
e
 P
o
e
tr
y

 b
y

 Y
o

n
e

 

N
o

g
u

c
h

i
と

J
a
p
a
n
e
s
e
 L
y
r
ic
s
 b

y
 tr

a
n

s
la

te
d

 L
a

fc
a

d
io

 H
e

a
rn

の
記
事

で
あ

る
。

フ
ェ
ノ

ロ
サ

の
E
p
o
c
h
s
 o
f C

h
in
e
s
e
 a
n
d
 J
a
p
a
n
e
s
e
 A
r
t
の

Z
e

n
 p

o
e

t
の

思
想

に
も

一
部
触
れ

て
い

る
。

) 
x
x
i
v[J

a
p

a
n

e
s
e

 p
o

e
try, b

e
c
a

u
s
e

 o
f its

 b
r
e

v
ity, is

 s
o

m
e

tim
e

s
 c

o
n

s
id

e
r
e

d
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e
p

h
e

m
e

r
a

l a
n

d
 s

lig
h

t, e
v

e
n

 tr
iv

ia
l
―

lik
e

 th
o

s
e

 little
 J

a
p

a
n

e
s
e

 
g

a
rd

e
n

s
 w

h
ich

 th
e

 w
e

s
te

rn
e

r
 a

p
p

re
c
ia

te
s
 a

s
 a

 to
y, b

u
t w

h
o

s
e

 d
e

e
p

e
r 

s
ig

n
ific

a
n

c
e

 a
s
 a

 s
m

a
ll m

irr
o

r
 o

r r
e

fle
c
tio

n
 o

f n
a

tu
re

 is
 c

o
n

c
e

a
le

d
 

fr
o

m
 h

im
.](A

.C
.H

,‘‘R
e

v
ie

w
s
: J

a
p

a
n

e
s
e

 p
o

e
tr

y
;T
h
e
 S
p
ir
it o

f J
a
p
a
n
e
s
e
 

P
o
e
tr
y

 b
y

 Y
o

n
e

 N
o

g
u

ch
i, a

n
d

 J
a
p
a
n
e
s
e
 L
y
r
ic
s
 tr

a
n

s
la

te
d

 b
y

 L
a

fc
a

d
io

 
H

e
a

rn
’’, T

h
e
 P
o
e
t
r
y

, 1
9

1
5

,N
o

v, p
.8

9
.) 

x
x
v 

[J
a

p
a

n
e

s
e

 p
o

e
tr

y
 is

 n
e

v
e

r e
x

p
la

n
a

to
ry, its

 m
e

th
o

d
 is

 w
h

o
lly

 
s
u

g
g

e
s
tiv

e
; y

e
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 its
 p

o
w

e
r
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 e
v

o
k

e
 a

s
s
o

cia
tio

n
s
, o

r to
 a

p
p

e
a

l to
 th

e
 

im
a

g
in

a
tio

n
, it is

 p
r
o

fo
u

n
d

 r
a

th
e

r th
a

t tr
iv

ia
l. B

re
v

ity
 is

 o
cc

a
s
io

n
e

d
 

b
y

 in
te

n
s
ity. N

o
r
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 th
e

 e
ffo

r
t o

f th
e

 J
a

p
a

n
e

s
e

 h
o
k
k
u

 a
t a

ll s
im
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r
 to
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f th
e

 e
p
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r
a
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 a

s
 c

o
m

m
o

n
ly

 co
n

ce
iv

e
d

, w
h

ic
h

, lik
e

 th
e

 s
e

r
p

e
n

t 
w

ith
 its

 ta
il in

 its
 m

o
u

th
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 a
 c

lo
s
e

d
 cir

c
le

.](A
.C

.H
.,‘‘R

e
v

ie
w

s
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J
a

p
a

n
e

s
e

 P
o

e
try
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h
e
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o
e
tr
y

, 1
9

1
5

N
o

v, p
p

.8
9

-9
0

.) 
x
x
v
i[M

r.N
o

g
u

ch
i g

iv
e

s
 u

s
 m

a
n

y
 u

n
in

te
n

tio
n

a
l e

x
a

m
p

le
s
 o

f th
e

 h
o
k
k
u

 

in
 h

is
 w

a
y

 o
f e

x
p

r
e

s
s
in

g
 h

is
 th

o
u

g
h

t; th
e

r
e

 is
 n

o
 d

e
a

d
 p

h
r
a

s
in

g
.] 

(Ib
id

, p
.9

0
.) 

x
x
v
i
i 

[‘‘T
h

is
 g

e
n

tle
 Z

e
n

 d
o

c
trin

e
, w

h
ich

 h
o

ld
s
 m

a
n

 a
n

d
 n

a
tu

r
e

 to
 b

e
 

tw
o

 p
a

r
a

lle
l s

e
ts

 o
f ch

a
r
a

c
te

r
is

tic
 fo

rm
s
 b

e
tw

e
e

n
 w

h
ic

h
 p

e
rfe

ct 
s
y

m
p

a
th

y
 p

r
e

v
a

ils
.’’ W

e
 c

a
n

 th
e

n
 u

n
d

e
r
s
ta

n
d

 w
h

y, a
lth

o
u

g
h

 w
e

 s
p

e
a

k
 

o
f J

a
p

a
n

e
s
e

 p
o

e
tr

y
 a

s
 s

u
g

g
e

s
tiv

e
, th

e
 w

o
r
d

 is
 n

o
t u

s
e

d
, a

s
 in

 
co

n
n

e
c
tio

n
 w

ith
 c

e
r
ta

in
 F

r
e

n
ch

 s
y

m
b

o
lis

t p
o

e
ts

, to
 d

e
n

o
te

 
v

a
g

u
e

n
e

s
s
.] (Ib

id
, p

p
.9

0
-9

1
.) 

x
x
v
i
i
i 

[F
o

r th
e

 s
tu

d
e

n
t o

f c
o

m
p

a
r
a

tiv
e

 p
o

e
try, Y

o
n

e
 N

o
g

u
c
h

i’s
 little

 
b

o
o

k
 w

ill s
e

rv
e

 a
s
 a

 k
e

y
 to

 a
 v

a
s
t s

to
re

-h
o

u
s
e

 o
f tre

a
s
u

re
.](Ib

id
, 

p
.9

5
.) 

x
x
i
x 

E
u

n
ic

e
 T

ie
tje

n
s
,‘‘Y

o
n

e
 N

o
g

u
c
h

i’’,T
h
e
 P
o
e
tr
y

, v
o

l.1
5

, 1
9

1
9

,N
o

v, 
p

.9
8

. 
x
x
x一

九
一

九
年

一
一

月
の

‘‘H
o

k
k

u
’ ’ 、

一
九

二
六

年
八

月
の

詩
‘‘K

e
e

p
s
a

k
e

’’ の
寄

稿
が
あ

る
。

 
x
x
x
i 
ビ

ン
ナ

ー
と

フ
ィ

ッ
ケ

が
野

口
を
頼

っ
て
来

日
し

た
際

に
は

、
新
聞

や
文
芸
雑

誌
な

ど
に

そ
の

動
向

が
寄
せ

ら
れ

て
い

る
。
『
新
潮

』
( 一

九
一
七

年
五

月
) に

掲
載
さ

れ
た
写
真

に
は

、
野

口
の

自
宅

で
野

口
夫
妻

と
、
ビ

ン
ナ

ー
や

フ
ィ

ッ
ケ

夫
妻

ら
を

囲
ん

で
、
岩

野
泡
鳴

、
高
安

月
郊

、
生
田
葵
山

、
川
路
柳
虹

、
佐
佐

木
信

綱
、
戸
川

秋
骨

、
加
藤
朝
鳥

、
中
田
勝
之
助

、
柴
田
柴
庵

、
片
岡
弥
太

郎
が
集

ま
っ

た
。

 
x
x
x
i
i 
こ

の
本

は
、

〈
新

し
い

詩
〉

の
方

向
性

を
示

す
も

の
と

し
て

版
を
伸
ば

し
、

二

                                        
 

三
年

に
は
増
補

版
が

出
さ
れ

、
二

四
年

、
三

二
年

に
も
再

版
さ
れ

て
い

る
。

こ
こ

で

は
、

一
七

年
版

と
二

三
年

版
を
検
討

す
る

。
 

x
x
x
i
i
i[T

h
e

y
 h

a
v

e
 s

tu
d

ie
d

 th
e

 F
re

n
c
h

 s
y
m
b
o
lis

t
e
s
 o

f th
e

 ’n
in

e
tie

s
, a

n
d

 
th

e
 m

o
s
t re

c
e

n
t P

a
r
is

ia
n

 v
e
r
s
-lib

r
is
t
e
s
. M

o
re

o
v

e
r, s

o
m

e
 o

f th
e

m
 h

a
v

e
 

lis
te

n
e

d
 to

 th
e

 p
u

re
 ly

r
icis

m
 o

f th
e

 P
r
o

v
e

n
ç
a

l tr
o

u
b

a
d

o
u

r
s
, h

a
v

e
 

e
x

a
m

in
e

d
 th

e
 m

o
r
e

 e
la

b
o

ra
te

 m
e

c
h

a
n

is
m

 o
f e

a
r
ly

 Ita
lia

n
 s

o
n

n
e

te
e

r
s
 

a
n

d
 c

a
n

z
o

n
is

ts
, h

a
v

e
 re

a
d

 G
re

e
k

 p
o

e
try

 fr
o

m
 a

 n
e

w
 a

n
g

le
 o

f v
is

io
n

; 
a

n
d

 la
s
t, b

u
t p

e
rh

a
p

s
 m

o
s
t im

p
o

r
ta

n
t o

f a
ll, h

a
v

e
 b

o
w

e
d

 to
 w

in
d

s
 

fr
o

m
 th

e
 E

a
s
t.] ‘‘In

tro
d

u
ctio

n
’’, H

a
rr

ie
t M

o
n

r
o

e
 &

 A
lic

e
 C

. 
H

e
n

d
e

r
s
o

n
(e

d
s
.),T

h
e
 N

e
w
 P
o
e
tr
y
: A

n
 A
n
th

o
lo
g
y
 o
f 

T
w
e
n
t
ie
th

-C
e
n
tu

r
y
 V
e
r
s
e
 in

 E
n
g
lis

h
, 1

9
2

4
,p

.x
l. 

x
x
x
i
vIb

id
., p

p
.x

l-x
li. 

x
x
x
v 

Ib
id

,p
.2

4
6

. 
x
x
x
v
iY

o
n

e
 N

o
g

u
c
h

i, F
r
o
m
 th

e
 E

a
s
t
e
r
n
 S
e
a
,1

9
0

3
, F

u
z

a
n

b
o

, p
.6

7
. 

x
x
x
v
i
i 
こ

の
西

行
上

人
像
讃

「
す

て
は

て
て

」
の

歌
に

つ
い

て
は

、
野

口
が

「
芭
蕉

俳

句
選

評
」
（

一
九

二
六

）
や
「

西
行

論
」

( 一
九

四
六

) の
中

で
言
及

し
て

い
る

。
『
芭
蕉

俳
句
選

評
』
の

中
で

、
《
東

洋
詩

歌
特

に
日

本
詩

歌
の
最
善

の
も

の
》
を

も
っ

た
も

の

と
は

、
《
狂
気

の
芸
術
心

が
自
制
的
沈
着

に
触
れ

て
平
凡

化
し

た
も

の
》
、
《
芸
術
的

勇
気

が
卒
然
静

ま
っ

て
倦
怠
気
分

の
仙
境

に
入

っ
た
表
現
》
、
《
わ

だ
か

ま
り

が
な

い
、

放
縦

の
言

葉
さ
へ

使
う

こ
と

が
出
来

る
位

に
赤
裸
》

な
も

の
で
あ

る
と

論
じ

る
。

そ

し
て

、
「

す
て

は
て

て
」
が
《

こ
れ
正

に
人
間

を
赤
裸

に
し

た
場
合

の
真

実
な
告
白

で

あ
る

。
あ

ら
ゆ

る
人
間
的
装
飾

と
化
粧

を
洗

い
落

し
て

、
赤
裸

な
原
始
性

の
上

で
生

き
た
》
芭
蕉

の
静
寂

が
歌
わ
れ

た
も

の
で
あ

る
、

と
論

じ
た

（
野

口
米

次
郎

『
芭
蕉

俳
句
選

評
』
第

一
書
房

、
一

九
二

六
年
／

『
野

口
米

次
郎
選
集
―

俳
句
和

歌
論

』
ク

レ
ス

出
版

、
一

九
九

八
年

、
一

二
一

- 一
二

二
頁

）
。

 
x
x
x
v
i
i
i一

九
一

〇
年

刊
の
ミ

ッ
チ

ェ
ル
・
ケ

ナ
レ

イ
 

(N
Y

) ＆
ヴ

ァ
レ

イ
・
プ

レ
ス

 
( 鎌

倉
) の

詩
集

F
r
o
m
 th

e
 E

a
s
t
e
r
n
 S
e
a
で

は
‘‘L

in
e

s
: F

r
o

m
 B

a
s
h

o
’’ と

い
う

タ
イ

ト
ル

に
書
き
換
え

ら
れ

た
（
外
山
卯

三
郎

「
ヨ

ネ
・
ノ
グ

チ
の

十
七
字

詩
と

そ
の
波

紋
」
『
ヨ

ネ
・
ノ
グ

チ
研
究

・
三

』
、

前
掲

、
七

五
頁

）
。

 
x
x
x
i
x 
ク

ラ
プ

シ
ィ

の
メ
モ

に
つ

い
て

は
、
川
並
秀
雄

氏
が

「
ア

デ
レ

イ
ド

・
ク

ラ
プ

シ
ィ

と
ミ

シ
ェ

ル
・

ル
ボ

ン
―

日
本

文
学

と
関

連
し

て
」
（

『
大
阪
商
業

大
学

論
集

』

一
九

六
三

年
一

一
月

、
二

二
三

- 二
二

五
頁

）
の

中
で

紹
介

し
て

い
る

。
た

だ
し

、
川

並
氏

が
《
ク

ラ
プ

シ
ィ

が
野

口
の
数
々

の
詩

か
ら

、
特

に
芭
蕉

の
西

行
上

人
像
讃

を

選
ん

だ
の

は
、
「

日
本

の
真
芸
術

」
を

理
解

し
た

か
ど

う
か

は
、
わ

か
ら

な
い

が
、
静
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寂
な
境
地

を
汲
み

と
っ

て
、

西
行

上
人

の
心
像

に
共
鳴

し
た

か
ら

で
あ
ろ

う
》

と
論

じ
て

い
る

こ
と

に
は
反

論
し

て
お
き

た
い

。
ク

ラ
プ

シ
ィ

は
野

口
の

〈
英

詩
〉

に
共

鳴
し

た
の

で
あ

り
、
〈

fro
m

 th
e

 J
a

p
a

n
e

s
e
〉

が
芭
蕉

を
意
味

す
る

こ
と

や
、

ま
し

て
西

行
を
賛
辞

す
る

歌
で
あ

っ
た

こ
と

を
知

っ
て

い
た

と
は
到
底
思
え

な
い

。
ク

ラ

プ
シ

ィ
の
手
帳
へ

の
抜
き

書
き

は
、

野
口

の
俳

句
的

な
英

詩
が

、
英

詩
壇

や
英

詩
人

ら
に
影
響

を
も

っ
た

と
い

う
こ

と
の
証
明

に
す
ぎ

な
い

。
ま

た
川
並

氏
は

、
ク

ラ
プ

シ
ィ

は
ミ

シ
ェ

ル
・

ル
ボ

ン
の
和

歌
の

フ
ラ

ン
ス
語

訳
か

ら
影
響

を
受

け
て
《

五
行

詩
を
創
案

し
た
》
と

か
、
《
ク

ラ
プ

シ
ィ
く

ら
い

日
本

の
短

歌
か

ら
影
響

を
受

け
た
東

洋
的

な
詩

人
は

す
く

な
い

と
お

も
う
》

と
論

じ
て

い
る

が
、

同
時
代
的

な
短

詩
ブ

ー

ム
や
東

洋
詩

歌
ブ

ー
ム

の
時
代
風
潮

を
想
起

す
れ
ば

、
こ
れ

ら
の
見
解

も
限

り
な
く

論
拠

が
薄

い
。

 
x
l 
ハ

リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
か

ら
野

口
へ

の
書
簡

で
確
認

で
き

る
の

は
、

関
東

大
震

災
後

の
一
通

（
4

1
9

.H
a

rr
ie

t M
o

n
ro

e
 to

 Y
o

n
e

 N
o

g
u

c
h

i(1
9

2
3

,D
e

c,1
3

),Y
o
n
e
 

N
o
g
u
c
h
i C

o
lle

c
t
e
d
 E

n
g
lis

h
 L
e
t
t
e
r
s
, p

p
.2

2
3

-2
2

4
. ）

だ
が

、
こ

の
一
通

の
書

簡
を
み

て
も

、
い

か
に

野
口

と
モ

ン
ロ

ー
が
頻
繁

に
書
簡

の
や

り
と

り
を

し
て

い
た

か
が
分

か
る

。
ま

た
モ

ン
ロ

ー
は

、
野

口
の

シ
カ

ゴ
訪
問
時

の
こ

と
を
よ
く

考
え

る

と
か

、
シ

カ
ゴ

を
再
訪

し
て
欲

し
い

と
書

い
て

い
る

。
こ

の
書
簡

に
は

、
彫
刻
家

フ

ァ
ッ

ギ
（

1
8

8
5

-1
9

6
6
）

に
よ

る
野

口
の
彫
像

が
、

野
口

が
シ

カ
ゴ

を
訪
問

し
た

と

き
に
制

作
さ
れ

た
こ

と
や

、
雑
誌

『
ポ
エ

ト
リ

』
（

一
九

二
二

年
七

月
号

）
に

、
ジ

ュ

ン
・

フ
ジ

タ
が

S
e
e
n
 a
n
d
 U

n
s
e
e
n
と

T
h
e
 S
e
le
c
t
e
d
 P
o
e
m
s
の

書
評

を
掲
載

し

た
こ

と
な

ど
が

書
か
れ

て
い

る
。

 
x
l
i 
野

口
米

次
郎

「
冬

の
市
俄

高
」
『
東
京
朝

日
新
聞

』
一

九
一

九
年

一
二

月
二

五
日

朝
刊

四
面

。
 

x
l
i
i 
野

口
米

次
郎

「
三
浦
環

夫
人

」
『
東
京
朝

日
新
聞

』
一

九
一

九
年

一
二

月
二

六
日

朝
刊

四
面

。
 

x
l
i
i
i 
初

出
は

『
中
央
公

論
』

一
九

二
五

年
四

月
一

日
、

の
ち

に
『

米
國

文
學

論
』

一

九
二

五
年

一
二

月
に
収
録

。
 

x
l
i
v 

野
口

米
次

郎
『

米
國

文
學

論
』
第

一
書
房

、
一

九
二

五
年

、
二

- 三
頁

。
 

x
l
v 

同
前

、
三

頁
。

 
x
l
v
i 
同

前
、

一
七

頁
。

 
x
l
v
i
i 
同

前
、

三
- 四

頁
。

 
x
l
v
i
i
i 
野

口
米

次
郎

『
米
國

文
學

論
』
、

前
掲

、
五

、
三

八
- 三

八
、

一
二

八
頁

。
 

x
l
i
x 
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
文

学
が

フ
ラ

ン
ス

に
水
脈

し
、

ま
た

そ
の

後
の
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

文

壇
に

大
き

な
影
響

を
与
え

た
。
エ

リ
キ

ラ
氏

は
、

ア
メ

リ
カ

と
い

う
国
独

自
の
エ
キ

                                        
 

セ
ン

ト
リ

ッ
ク

な
天
才

と
い

っ
た
従
来

か
ら

の
根
強

い
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
評

価
に

対
し

て
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の
独

自
性

や
オ

リ
ジ

ナ
リ

テ
ィ

は
、
思
想

や
芸
術

の
、
あ

る
国

際
的

な
潮

流
を
吸
収

し
投
影

す
る
能
力

に
起
因

し
て

い
る

と
い

う
説

を
唱
え

、
ホ

イ

ッ
ト

マ
ン

の
存
在

が
、
啓
蒙
主
義

、
浪
漫
主
義

、
実
証
主
義

、
象
徴
主
義

な
ど

に
関

連
す

る
国
際
的
潮

流
に
参
画

し
て

い
た

の
み

な
ら
ず

、
ポ

ス
ト
象
徴
主
義

、
未
来
派

、

キ
ュ

ー
ビ

ズ
ム

、
シ

ュ
ー

ル
レ

ア
リ

ズ
ム

な
ど

の
モ

ダ
ニ

ス
ト

の
精

神
を

、
直
接
的

な
刺
激

と
は

い
え

な
い

に
せ
よ
予
想
さ
せ

た
と

論
じ

て
い

る
(B

e
ts

y
 E

rk
k

ila
, 

W
a
lt W

h
it
m
a
n
 A
m
o
n
g
 th

e
 F
r
e
n
c
h
: P

o
e
t a

n
d
 M
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l 
野

口
米

次
郎

『
米
國

文
學

論
』
、

前
掲

、
三

九
頁

。
 

l
i 
福
士
幸

四
郎
「

詩
歌

の
文

化
的
任
務

」
『
東
京
朝

日
新
聞

』
一

九
二

二
年

八
月

一
五

〜
一

六
日
朝

刊
六
面

、
福
田
正

夫
「

階
級
闘
争

と
詩

の
位
置

」
『
東
京
朝

日
新
聞

』
一

九
二

三
年
七

月
七

日
、

他
。

 



「
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
成
果
報
告
書

『
日
本
文
学
を
世
界
文
学
と
し
て
読
む
』

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集

山
本

真
由
子

発
行

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

〒
五
五
八
―
八
五
八
五

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
―
三
―
一
三
八

電
話
〇
六
―
六
六
〇
五
―
三
一
一
四

印
刷

博
進
印
刷
株
式
会
社

〒
五
五
九
―
〇
〇
〇
二

大
阪
市
住
之
江
区
浜
口
東
二
―
七
―
二
四




